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戦
後
日
本
は
、食
料
は
田
舎
が
つ
く
っ
て
都
市
は
そ
れ
を
買
っ
て
食
べ
る

も
の
、さ
ら
に
は
国
際
分
業
論
に
基
づ
き
、鉄
鋼・エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス・自
動

車
で
外
貨
を
稼
ぎ
、食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
海
外
か
ら
買
う
こ
と
が
合
理
的

だ
と
い
う
国
を
つ
く
り
、一
定
の
豊
か
さ
を
実
現
し
た
。産
業
構
造
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、高
度
経
済
成
長
期
に
は
東
京
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
を
取

り
巻
く
よ
う
に
、数
多
く
の
巨
大
団
地
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、マ
ン
シ
ョ
ン
群
が

建
て
ら
れ
、都
市
近
郊
に
人
口
を
集
約
さ
せ
た
。

　

そ
の
代
償
と
し
て
失
っ
た
の
が
、食
料
自
給
率
三
八
％
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に「
食
の
安
定
」で
あ
る
。同
時
に
、高
度
経
済
成
長
期
を
支
え
、都
市
近
郊

に
居
を
構
え
た
団
塊
世
代
は
高
齢
者
と
な
っ
た
。所
属
す
る
組
織
を
リ
タ
イ

ア
し
た
後
、社
会
参
画
の
機
会
が
少
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
も
現
実
に
起
き
て
い
る
。

　

異
次
元
の
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た
日
本
で
は
、二
〇
一
七
年
に
六
五
歳

以
上
人
口
は
三
五
〇
〇
万
人
、八
〇
歳
以
上
人
口
は
一
〇
〇
〇
万
人
を
超
え

た
。「
高
齢
化
」と
言
っ
て
も
、「
田
舎
の
高
齢
化
」と「
都
会
の
高
齢
化
」は
ま

る
で
違
う
。都
会
と
は
違
い
、田
舎
に
は
生
活
の
至
近
距
離
に
農
業
が
あ
り
、

潜
在
的
に
社
会
参
画
の
機
会
が
数
多
く
眠
っ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
話
が
あ
る
。横
浜
の
団
地
に
住
む
高
齢
者
た
ち
が
組
織
を
つ
く

り
、長
野
で
リ
ン
ゴ
を
育
て
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。現
役
時
代
に
経
理

の
仕
事
を
し
て
い
た
人
は
経
理
を
、商
社
マ
ン
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当

す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
活
動
し
て
き
た
結
果
、大
変
多
く
の

リ
ン
ゴ
が
穫
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ャ

ム
の
製
造
ま
で
始
め
る
な
ど
、ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
が
本
格
化
し
て
き
て
お
り
、

参
画
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
充
実
感
や
満
足
感
は
大
変
に
大
き
い
。か
つ
て

は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
た
地
域
に
住
む
高
齢
者
層
を
活
か
し
き
る
社
会

シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
、一
次
産
業
と
し
て
の
農
業
が
一
つ
の
鍵
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

失
っ
た「
食
と
農
」を
取
り
戻
し
戦
後
日
本
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
図
る
た

め
に
は
、蓄
積
し
た
技
術
や
人
的
資
源
、つ
ま
り
は
多
く
の
高
齢
者
が
参
画

で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー（
高
齢
化
社
会
工

学
）が
、今
後
の
日
本
を
考
え
る
上
で
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
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雇
用
確
保
と
人
的
資
源
管
理
が
焦
点

　

日
本
農
業
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。高
齢
化
に
伴
う
農
家

戸
数
の
大
幅
な
減
少
の
一
方
で
、農
業
法
人
を
中
心
と
す

る
大
規
模
な
経
営
の
販
売
シ
ェ
ア
が
拡
大
し
、ま
た
、食

品
関
連
産
業
の
影
響
力
も
高
ま
っ
て
い
る
。家
族
経
営
は

依
然
と
し
て
重
要
で
は
あ
る
が
、農
業
地
域
や
作
目
に
よ

り
、家
族
経
営
と
農
業
法
人
と
の
す
み
分
け
が
進
ん
で
き

て
お
り
、そ
の
動
向
を
注
意
深
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

農
業
法
人
が
生
産
力
を
高
め
る
に
は
、家
族
経
営
と
は

異
な
る
経
営
管
理
が
必
要
と
な
る
。農
業
法
人
の
多
く
は

従
業
員
を
雇
用
し
て
お
り
、一
般
の
経
営
学
で
言
わ
れ
る

人
的
資
源
管
理
が
重
要
と
な
る
。す
な
わ
ち
、従
業
員
を

雇
用
し
て
、適
切
な
給
与
を
は
じ
め
と
す
る
処
遇
を
行
い
、

経
営
内
の
仕
事
を
整
理
し
て
透
明
性
を
高
め
、従
業
員
が

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
し
て
い

く
道
筋
が
見
え
る
よ
う
に
示
し
、経
営
総
体
と
し
て
収
益

性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
。

従
業
員
の
能
力
を
活
か
せ
な
い
経
営
者
に
は
、大
規
模
農

業
経
営
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
し
て
や
、昨
今
は
人
手
不
足
の
時
代
で
あ
る
。二
〇

〇
九
～
一
〇
年
以
降
、完
全
失
業
率
は
低
下
し
有
効
求
人

倍
率
は
上
昇
し
て
、現
在
、有
効
求
人
数
が
有
効
求
職
者

数
を
超
過
し
て
い
る
。ま
た
、一
七
年
に
公
表
さ
れ
た「
中

小
企
業
の
雇
用
状
況
に
関
す
る
調
査
集
計
結
果
の
概
要
」

に
よ
れ
ば
、一
五
年
度
に
常
用
労
働
者
の
一
人
当
た
り
平

均
賃
金
を
引
き
上
げ
た
企
業
お
よ
び
一
六
年
度
に
引
き

上
げ
を
予
定
し
て
い
る
企
業
は
六
割
を
超
え
る
。そ
の
理

由
と
し
て「
人
材
の
採
用
・
従
業
員
引
き
留
め
の
必
要
性
」

が
第
一
位
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、深
刻
な
人
手
不
足
が
う

か
が
え
る
。

　

農
業
法
人
に
お
い
て
も
雇
用
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
。日
本
公
庫
の
農
業
景
況
調
査（
二
〇
一
八
年
一
月
実

施
）に
よ
れ
ば
、農
業
全
体
の
雇
用
状
況
Ｄ
Ｉ（
雇
用
の
景

況
感
を
示
す
）は
、一
五
年
度
は
▲
二
六・三
％
、一
六
年
度

は
▲
三
三
・
六
％
、一
七
年
度
に
は
▲
三
六
・
八
％
と
、悪

化
し
て
い
る
。ま
た
公
庫
は
二
〇
一
七
年
七
月
実
施
の
同

調
査
に
お
い
て「
農
業
経
営
に
お
け
る
労
働
力
不
足
の
対

策
」を
調
べ
て
い
る
。「
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
」を
聞
い

た
設
問
へ
の
回
答
で
は
、一
位
は「
施
設
・
整
備
・
機
械
の

増
強
」（
五
四
・
九
％
）で
あ
る
も
の
の
、「
労
働
条
件
の
改

善
」（
四
三・七
％
）、「
人
材
の
高
度
化
」（
二
一・四
％
）、「
組

織
の
省
力
化
・
効
率
化
」（
二
五
・
八
％
）と
続
い
て
い
る
。

人
的
資
源
管
理
の
高
度
化
の
重
要
性
が
、経
営
者
に
も
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

本
稿
で
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、次
の
よ
う
な

内
容
で
、農
業
法
人
の
雇
用
問
題
な
ど
に
接
近
す
る
。ま

ず
は
、農
業
法
人
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
導
入
の
実
態
を

　

特
集　

日
本
農
業
は
人
手
不
足
時
代　

優
秀
な
農
業
人
材
の
採
用
と
育
成
が
急
務
に
な
る

日
本
は
今
後
、産
業
全
体
が
人
手
不
足
の
時
代
に
入
り
、担
い
手
確
保
が
深
刻
な
課
題

と
な
る
。農
業
の
現
場
で
も
深
刻
な
問
題
で
、農
業
法
人
を
中
心
に
大
規
模
農
業
経
営

を
進
め
る
潮
流
の
中
で
は
、優
秀
な
人
材
の
採
用
と
定
着
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
。農

業
法
人
の
成
長
戦
略
の
た
め
人
的
資
源
整
備
は
生
き
残
り
の
カ
ギ
に
な
る
。

筑波大学 生命環境系 教授

のうぐち るりこ
1957年に神奈川県小田原市のミカン農家に生まれる。北
海道大学農学部農業経済学科卒業後、農林水産省北陸農
業試験場・農業研究センターなどで農業経営研究に従事
する。2000年からは筑波大学で農業経営学の研究・教育
に携わる。

納口 るり子  Ruriko Nohguchi
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億
円
以
上
に
分
け
て
、一
経
営
体
当
た
り
平
均
の
、経
営

者・役
員
な
ど
人
数
、常
雇
い
人
数
、臨
時
雇
い
人
数
を
示

し
て
い
る
。こ
の
図
は
、雇
用
を
導
入
し
て
い
な
い
経
営

体
も
含
め
て
、全
経
営
体
数
で
割
っ
た
平
均
値
を
表
し
て

い
る
。五
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
全
て
の
規
模
階
層
で
、経

営
者
・
役
員
な
ど
の
人
数
よ
り
も
常
雇
い
人
数
の
方
が
多

く
な
っ
て
お
り
、こ
の
規
模
階
層
を「
雇
用
型
大
規
模
経

営
」と
特
徴
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
じ
く
セ
ン
サ
ス
で
、農
産
物
販
売
金
額
が
五
〇
〇
〇

万
円
以
上
の
農
業
経
営
体
に
つ
い
て
、農
業
経
営
体
全
体

の
販
売
金
額
に
占
め
る
割
合
を
見
る
と
四
〇
％
近
い

シ
ェ
ア
が
あ
る
注
１
）。こ
の
よ
う
に
、農
産
物
販
売
金
額
で

見
た
五
〇
〇
〇
万
円
以
上
層
の
存
在
感
は
か
な
り
大
き

く
、そ
う
し
た
経
営
は
、前
述
し
た
よ
う
に
雇
用
型
大
規

模
経
営
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
、農
業
法
人
な
ど
へ
の
就
業
の
状
況
を
見
て
み
よ

示
す
と
と
も
に
、大
規
模
農
業
経
営
体
の
農
業
生
産
全
体

に
占
め
る
存
在
感
を
確
認
す
る
。

　

ま
た
、ど
の
よ
う
な
人
材
が
農
業
法
人
の
従
業
員
と
し

て
、雇
用
と
い
う
形
で
農
業
に
参
入
し
て
い
る
の
か
を
見

る
。次
に
、雇
用
型
農
業
法
人
の
雇
用
を
巡
る
経
営
課
題

を
明
ら
か
に
し
、先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
農

業
法
人
の
事
例
を
示
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
、今
後
の
農
業

法
人
の
人
材
に
関
す
る
経
営
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

　
雇
用
型
農
業
法
人
が
増
加
傾
向

　

大
規
模
農
業
経
営
体
に
お
い
て
、経
営
者
・
家
族
員
や

法
人
の
役
員
以
外
に
、雇
用
労
働
力
を
導
入
す
る
経
営
の

割
合
が
増
加
し
て
い
る
。図
１
は
、二
〇
一
五
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
数
値
を
用
い
て
、農
業
経
営
体
の
農
産
物
販

売
金
額
と
雇
用
導
入
状
況
を
示
し
て
い
る
。販
売
金
額
五

〇
〇
〇
万
円
～
一
億
円
、一
～
三
億
円
、三
～
五
億
円
、五

う
。農
林
水
産
省
の「
新
規
就
農
者
調
査
」に
よ
れ
ば
、表

１
に
示
す
よ
う
に
一
六
年
の
全
国
の
新
規
就
農
者
数
は

六
万
一
五
〇
人
で
あ
り
、そ
の
内
訳
は
、新
規
自
営
農
業

就
農
者
四
万
六
〇
四
〇
人
、新
規
雇
用
就
農
者
一
万
六
八

〇
人（
う
ち
、非
農
家
出
身
九
二
七
〇
人
）、新
規
参
入
者

（
新
規
独
立
就
農
）三
四
四
〇
人
で
あ
る
。農
業
に
新
た
に

携
わ
る
人
の
約
一
八
％
が
農
業
法
人
な
ど
へ
の
就
業（
新

規
雇
用
就
農
者
）で
あ
り
、ま
た
、新
規
雇
用
就
農
者
の
約

八
七
％
が
非
農
家
出
身
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

す
な
わ
ち
、新
た
に
農
業
に
携
わ
る
際
に
、農
業
法
人

な
ど
の
従
業
員
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
、特
に
非
農
家
出

身
者
に
と
っ
て
は
、農
業
と
い
う
職
業
を
選
ぶ
際
の
一
つ

の
重
要
な
方
策
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、雇
用
就
農
者
の

多
く
が
非
農
家
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、農
業
法
人
の
従

業
員
育
成
に
当
た
っ
て
は
、こ
の
こ
と
を
加
味
す
る
必
要

が
あ
る
と
言
え
る
。

　

次
に
、雇
用
に
伴
う
条
件
整
備
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

二
〇
一
六
年
に
農
林
水
産
省
が
公
表
し
た「
農
の
雇
用
事

業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
概
要
」に
は
、一
四

年
度
以
降
に
農
の
雇
用
事
業
を
実
施
し
た
農
業
法
人
な

ど
二
一
五
九
社
が
回
答
し
て
い
る
。

　
「
雇
用
就
農
者
の
確
保
・
定
着
を
図
る
た
め
の
取
り
組

み
」を
図
２
に
示
す
。「
社
会
保
険
の
適
用
」や「
労
働
時
間

規
則
の
整
備
」の
実
施
率
は
八
割
を
超
え
て
い
る
。「
就
業

規
則
」や「
年
次
有
給
休
暇
制
度
」「
賞
与
制
度
」「
定
期
昇

給
制
度
」の
整
備
は
五
割
を
超
え
て
い
る
も
の
の
八
割
に

は
満
た
な
い
。「
従
業
員
へ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
示
」

「
退
職
金
制
度
の
整
備
」「
経
営
者
が
労
務
管
理
」や「
人
材

育
成
に
関
す
る
研
修
を
受
講
」は
三
割
程
度
で
あ
り
、そ

の
他
の
項
目
は
二
割
に
満
た
な
い
整
備
率
で
あ
る
。新
規

採
用
者
へ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や
中
長
期
的
な

表１　新規就農者数（全国・2016年）

図１　農業経営体（全国）の農産物販売金額と雇用導入状況

資料：農林水産省 平成28年新規就農者調査
注：統計表の数値については、集計値の原数を下１桁で四捨五入しており、合計と内 
　　訳の計が一致しないことがある。

（人）

5,000万～１億

（単位：人）

１～３億 ３～５億 ５億以上（円）
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新規参入者

3,440

合計

60,150

農家出身

10,680

1,400 9,270

12,710

非農家出身

46,040

47,440

１経営体当たりの平均臨時雇い人数
1経営体当たりの平均常雇い人数
1経営体当たりの平均経営者・役員など人数

資料：2015年農林業センサスより筆者作成
注：１経営体当たり平均経営者・役員人数は、従事日数（幅値）別の人数を、日数の中央値 
　　を用いて掛け合わせ、250日を1人と換算して算出した。

2.23 2.65 4.31

4.03
3.47

6.26

5.78
6.45

11.81
10.75

33.98

4.00



2018・6 AFCフォーラム　5

優秀な農業人材の採用と育成が急務になる

社
員
の
育
成
計
画
・
給
与
計
画
の
明
示
な
ど
は
実
施
率
は

低
い
も
の
の
、七
割
を
超
え
る
農
業
法
人
が
今
後
取
り
組

み
た
い
と
し
て
い
る
。

　
資
格
取
得
支
援
な
ど
育
成
策

　

次
に
、国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

日
本
農
業
法
人
協
会
を
通
じ
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
注

２
）結
果
か
ら
、農
業
法
人
に
お
け
る
労
務
管
理
の
特
徴
と

課
題
な
ど
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
農
業
法
人
に
お
け
る
人
材

育
成
施
策
と
改
善
ツ
ー
ル（
平
成
三
〇
年
三
月
）」に
ま
と

め
て
い
る
。主
要
な
も
の
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
よ
う
。

　

農
業
法
人
の
平
均
的
な
姿
は
、役
員
数
三
人
、正
社
員

数
一
〇
人
で
あ
る
。法
人
経
営
者
が
考
え
る
従
業
員
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
、一
般
社
員
の
ま
ま
が
四
三
％
、幹
部
従

業
員
が
三
二
％
、経
営
後
継
者
が
七
％
と
な
っ
て
お
り
、

従
業
員
規
模
が
小
さ
い
法
人
で
は
、経
営
後
継
者
あ
る
い

は
幹
部
職
員
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

　

従
業
員（
四
〇
歳
）の
年
収
は
、平
均
で
二
九
二
万
円
、

年
収
の
上
限
が
四
〇
〇
万
円
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、農
業
法
人
に
お
い
て
は
、給
与
面

の
改
善
、特
に
長
期
的
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に

図
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

人
材
育
成
施
策
の
実
施
状
況
で
実
施
割
合
が
高
い
も

の
は
、「
毎
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
研
修
会
へ
の
参
加
」「
資

格
取
得
支
援
」で
あ
る
。逆
に
、低
い
項
目
は「
長
期
的

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
示
」「
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」な

ど
で
あ
っ
た
。労
務
管
理
施
策
で
は
、社
内
懇
親
会
な
ど

の
開
催
や
作
業
環
境
の
改
善
の
実
施
は
六
割
を
超
え
る

農
業
法
人
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、地
域
水
準
以
上
の
給

与
体
系
、退
職
金
制
度
の
実
施
は
、五
割
に
満
た
な
か
っ

た
。さ
ら
に
、こ
う
し
た
施
策
へ
の
取
り
組
み
と
各
法
人

の
離
職
率
の
関
係
を
分
析
し
、「
毎
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
実
施
」「
資
格
取
得
支
援
」「
部
門
分
担
制
の
導
入
」な
ど

が
有
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

以
上
、複
数
の
調
査
結
果
か
ら
、保
険
な
ど
へ
の
加
入
、

作
業
遂
行
に
不
可
欠
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、資
格
取
得
な
ど

は
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、定
期
昇
給
制
度
や
従
業
員

へ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
示
な
ど
は
不
十
分
な
農
業
法

人
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。ま
た
、一
六
年
度
に
筆
者
ら

が
実
施
し
た
農
業
法
人
へ
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、こ
う

し
た
人
材
育
成
施
策
以
前
の
課
題
で
あ
る
、後
継
者
の
未

確
定
や
重
労
働
の
残
存
、農
繁
期
の
長
時
間
労
働
な
ど
に

よ
り
従
業
員
の
短
期
離
職
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
法
人

も
散
見
さ
れ
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、人
材
確
保
や
人
材
育
成
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
、先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
農
業
法
人
も
あ
る
の
で
、以
下
に
そ
の
事
例
を
見
て

み
た
い
。

　
業
績
評
価
踏
ま
え
年
俸
制
導
入
も

　

新
潟
県
柏
崎
市
の
有
限
会
社
山
波
農
場
は
、二
〇
一
六

年
現
在
、従
業
員
八
人
、年
間
延
べ
臨
時
雇
用
約
二
〇
〇

〇
人
の
稲
作
経
営
で
あ
る
。田
口
ら
の
研
究（
前
出
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
農
業
法
人
に
お
け
る
人

材
育
成
の
ポ
イ
ン
ト
」平
成
三
〇
年
三
月
）に
よ
れ
ば
、作

業
別
責
任
者
制
度
に
よ
る
権
限
委
譲
、業
績
評
価
に
基
づ

く
年
俸
制
、毎
朝
の
朝
礼・一
週
間
に
一
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
た
結
果
、従
業
員
が
自
主
的
に

段
取
り
を
行
う
よ
う
に
な
り
、作
業
遅
延
が
解
消
さ
れ
、

作
業
時
間
の
削
減
が
実
現
し
た
。こ
う
し
た
成
果
は
、経

営
全
体
の
収
益
向
上
に
結
び
付
き
、従
業
員
の
処
遇
改
善

や
休
日
増
加
を
可
能
に
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、熊
本
県
菊
池
市
の
セ
ブ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
は
、

一
七
年
度
現
在
、正
社
員
五
四
人
、売
上
高
二
〇
億
円
の

養
豚
経
営
で
、若
手
従
業
員
の
多
く
は
非
農
家
出
身
で
あ

る
。〇
九
年
に
急
激
な
規
模
拡
大
を
行
い
、同
時
に
短
期

間
に
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、作
業
内
容
の
明
確
化
と
細

分
化
、従
業
員
の
作
業
分
担
と
補
完
関
係
を
整
理
し
た
。

優
秀
な
人
材
を
広
く
採
用
す
る
た
め
、学
校
な
ど
へ
の
求

人
説
明
会
に
加
え
、大
手
求
人
サ
イ
ト
も
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、従
業
員
の
評
価
基
準
を
明
文
化
し
、過
度
な
成
果

主
義
に
陥
ら
な
い
評
価
を
採
用
し
て
い
る
。一
方
で
、給

与
の
引
き
上
げ
と
休
日
の
増
加
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
ら

の
人
材
育
成
制
度
や
人
事
制
度
改
革
に
よ
り
、従
業
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
生
産
性
が
向
上
し
た
。

　
一
六
年
度
の
農
林
水
産
祭
で
天
皇
杯
を
受
け
た
、愛
知

県
弥
富
町
の
有
限
会
社
鍋
八
農
産（
稲
作
）で
は
、一
二
人

の
従
業
員
の
う
ち
七
人
は
二
〇
歳
代
以
下
で
、う
ち
六
人

は
非
農
家
出
身
で
あ
る
。従
業
員
一
人
一
人
の
能
力
を
、

細
分
化
さ
れ
た
農
作
業
に
落
と
し
込
ん
で
い
き
各
従
業

員
が
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
、Ｉ
Ｃ

Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
駆
使
し
て
労
働
時
間
や
収
益
性

を
細
か
く
算
出
す
る
こ
と
で
、従
業
員
間
の
情
報
共
有
を

可
能
に
し
た
。さ
ら
に
、ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を
踏
襲
し
て

無
駄
を
省
き
整
理
整
頓
す
る
こ
と
で
、農
作
業
時
間
と
コ

ス
ト
低
減
を
図
り
、農
繁
期
に
も
休
日
を
設
け
る
こ
と
に

成
功
し
た
。短
縮
し
て
で
き
た
時
間
で
食
味
デ
ー
タ
の
収

集
を
行
い
、よ
り
お
い
し
い
米
作
り
に
努
め
て
い
る
と
い

う
。人
的
資
源
管
理
に
お
い
て
、具
体
的
な
農
作
業
の
質・

量
の
明
確
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
有
効
な
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
お
り
、経
営
と
農
作
業
の
透
明
性
を
高
め
る
こ
と

が
人
を
育
て
、経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
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特集　日本農業は人手不足時代

い
る
。

　

最
後
に
、企
業
参
入
法
人
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。イ

オ
ン
ア
グ
リ
創
造
株
式
会
社
は
、全
国
二
一
農
場
を
展
開

し
、正
社
員
が
一
五
〇
人
を
超
え
る
農
業
法
人
で
あ
る
。

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
知
見
を
導
入
し
た
研
修
制
度
や

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
示
、グ
ル
ー
プ
企
業
と
ほ
ぼ
同
様
の

福
利
厚
生
制
度
や
給
与
制
度
が
採
用
さ
れ
、優
秀
な
人
材

を
集
め
て
い
る
。実
際
に
入
社
二
年
目
の
従
業
員
の
数
名

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
が
、彼
ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
高
さ
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

同
社
の
雇
用
状
況
の
好
調
さ
を
見
る
と
、農
業
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
が
、雇
用
条
件
が
不
十
分
な
た
め
に
二
の

足
を
踏
ん
で
い
る
若
者
が
潜
在
的
に
多
く
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
実
感
さ
れ
、農
業
法
人
に
お
け
る
優
秀
な
人
材

確
保
と
育
成
に
関
し
て
、一
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
る
。

　
農
業
経
営
を「
人
の
組
織
」に
構
築

　

本
稿
で
は
、日
本
農
業
に
お
い
て
存
在
感
を
増
し
て
い

る
大
規
模
農
業
経
営
体
の
多
く
が
、常
雇
を
導
入
し
て
い

る
雇
用
型
経
営
で
あ
り
、従
業
員
の
雇
用
や
処
遇
改
善
、

人
材
育
成
を
通
じ
て
農
業
経
営
の
生
産
力
を
高
め
る
こ

と
が
収
益
性
を
向
上
す
る
上
で
必
須
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
。家
族
以
外
の
第
三
者
を
雇
用
し
て
、「
農
業
経
営
を

人
の
組
織
と
し
て
構
築
す
る
」と
い
う
経
営
管
理
は
、家

族
経
営
に
は
な
い
農
業
法
人
特
有
の
経
営
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、そ
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、取

り
組
み
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
再
度
申
し
上
げ

た
い
。

　

雇
用
を
取
り
巻
く
状
況
は
、さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
。人
材
は
他
産
業
と
の
取
り
合
い
状
態
と
な
り
、数

年
前
か
ら
求
人
を
出
し
て
も
全
く
応
募
が
な
い
と
い
う

よ
う
な
農
業
法
人
の
経
営
者
の
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、農
業
に
魅
力
を
感
じ
て
参
入
し
て
く
る
若
者

が
お
り
、そ
の
多
く
は
農
業
法
人
の
従
業
員
と
し
て
就
農

す
る
。彼
ら
に
対
し
て
、農
業
と
い
う
産
業
の
就
業
条
件

を
改
善
し
定
着
を
図
る
と
い
う
こ
と
は
、農
業
法
人
の
責

務
で
あ
る
。そ
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
は
、報
酬・福
利

厚
生
な
ど
の
働
く
環
境
の
整
備
、仕
事
内
容
の
明
確
化
と

教
育
・
研
修
の
整
備
な
ど
を
早
急
に
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、農
業
法
人
の
成
長
戦
略
と
そ
の
た
め
の

人
的
資
源
整
備
を
的
確
に
行
い
、経
営
収
益
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
。法
人
と
し
て
明
確
な
成
長
戦
略
を
持
ち
、優

秀
な
人
材
を
採
用
し
、適
切
に
処
遇
・
育
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、よ
り
高
い
収
益
を
挙
げ
て
い
く
。こ
の
サ
イ
ク
ル

を
継
続
的
に
構
築
で
き
る
か
ど
う
か
が
、今
後
、農
業
法

人
が
生
き
残
る
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

  

図２　雇用就農者の確保・定着を図るための取り組み

資料：農林水産省「農の雇用事業に関するアンケート調査結果概要（2016年9月2日）」。

今後行いたい
現在行っている

（％）

（n=1,509）
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社会保険（健康保険）の適用

社会保険（厚生年金保険）の適用

労働時間の規則（始業・終業の
時刻、休憩時間）の整備

就業規則の整備

年次有給休暇制度の整備

賞与制度の整備

定期昇給制度の整備

従業員に会社の５年後・
10年後の将来ビジョンを示す

退職金制度の整備

経営者・指導者が労務管理や
人材育成に関する研修を受講

インターンシップの実施

就業イベントや大学などでの
会社説明会の実施

新規採用者への
研修プログラムの整備
労働安全衛生に関する

研修を受けさせる

トライアル雇用の実施

中長期的な社員の育成計画・給与
計画（キャリアパスなど）の明示

8.092.0

8.091.0

85.0 14.0

74.0 25.0

69.0 27.0

60.0 37.0

55.0 41.0

33.0 63.0

32.0 54.0

25.0 67.0

18.0 60.0

17.0 44.0

16.0 73.0

16.0 78.0

13.0 61.0

12.0 78.0

注
１
：
販
売
金
額
は
、五
〇
〇
〇
万
～
一
億
円
な
ど
と
幅
値
で

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
の
中
央
値
に
経
営
体
数
を
か

け
て
、そ
の
販
売
金
額
層
の
売
上
と
推
計
し
た
。五
億
円

以
上
層
は
五
億
円
と
し
た
。

注
２
：
ア
ン
ケ
ー
ト
は
二
〇
一
六
年
に
約
二
三
〇
〇
の
農
業
法

人
に
対
し
て
配
布
さ
れ
、回
収
さ
れ
た
七
七
四
法
人
の

う
ち
、農
業
生
産
を
行
っ
て
い
る
七
六
九
法
人
を
対
象

に
集
計
・
分
析
し
て
い
る
。
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人
手
不
足
で
進
む
外
国
人
雇
用
の
検
討

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
う
国
内
労
働
力
の
減
少
が

進
む
中
で
、人
手
不
足
が
顕
在
化
す
る
分
野
で
は
、外
国

人
労
働
力
の
受
け
入
れ
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に

検
討
し
始
め
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
わ
が
国
の
入
国
・
在
留
管
理
制
度
は
、専
門

的
・
技
術
的
分
野
以
外
の
、い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
分
野
に

お
け
る
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
原
則
認
め
な
い

方
針
を
維
持
し
て
い
る
。し
か
し
、二
〇
一
五
年
に
国
の
成

長
戦
略
が「
真
に
必
要
な
分
野
に
着
目
し
つ
つ
、外
国
人

材
受
入
れ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、総
合
的
か
つ
具
体
的
な

検
討
を
進
め
る
」と
明
記
し
て
以
降
、分
野
を
限
定
し
た

措
置
が
徐
々
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、既
に

建
設
・
造
船
分
野
や
介
護
分
野
で
は
、特
例
的
に
外
国
人

を
雇
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

農
業
は
こ
れ
ら
分
野
と
並
び
、人
手
が
不
足
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、農
業
就
業
者
の
減
少
と
高
齢
化
に
対
し
、新
規

就
農
者
や
雇
用
労
働
力
の
導
入
に
よ
る
補
完
を
目
指
し

て
い
る
が
、人
を
募
集
し
て
も
確
保
で
き
な
い
状
況
が
広

範
に
存
在
し
て
い
る
。他
産
業
と
の
競
合
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
状
況
が
改
善
さ
れ
る
見
込
み
は
低
く
、新
た
な
対
策

の
実
施
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
期
待
を
集
め
て
い
る
の
が
、外
国
人
労
働
力
の

導
入
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
で
あ
る
。

　

農
業
分
野
で
の
外
国
人
の
受
け
入
れ
は
、こ
れ
ま
で
も

技
能
実
習
制
度
を
通
じ
て
広
く
行
わ
れ
て
き
た
。例
え
ば
、

日
本
公
庫
が
一
七
年
七
月
に
実
施
し
た
農
業
景
況
調
査

の
労
働
力
対
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、回
答
者
の

二
割
弱
が
実
施
す
る
労
働
力
対
策
に「
外
国
人
技
能
実
習

生
の
受
け
入
れ
」と
回
答
し
て
い
る
。ま
た
国
内
全
体
で

見
て
も
、農
業
分
野
で
の
常
時
雇
用
人
数
の
約
一
割
を
技

能
実
習
生
が
占
め
て
お
り
、既
に
実
習
生
が
農
業
現
場
で

果
た
し
て
い
る
役
割
は
小
さ
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。

　

そ
の
上
、一
七
年
一
一
月
に
施
行
さ
れ
た「
外
国
人
の
技

能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」（
以
下
、技
能
実
習
法
）が
、技
能
実
習
を
労
働

力
需
給
の
調
整
手
段
と
す
る
こ
と
を
禁
じ
、管
理
監
督
体

制
を
強
化
し
つ
つ
も
、さ
ら
な
る
制
度
の
活
用
を
促
進
す

る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、よ
り
一
層
、実
習
生
の
存
在

感
が
増
す
可
能
性
が
あ
り
得
る
。

　

さ
ら
に
一
七
年
六
月
に
は
、国
家
戦
略
特
区
内
の
限
定

措
置
で
は
あ
る
が
、人
手
不
足
解
消
を
目
的
と
す
る
外
国

人
の
雇
用
を
認
め
る
仕
組
み
と
し
て
、「
農
業
支
援
外
国

人
受
入
事
業
」（
以
下
、受
入
事
業
）の
実
施
が
新
た
に
決

定
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、一
七
年
度
中
は
農
業
分
野
で
の
外
国
人

　

特
集　

日
本
農
業
は
人
手
不
足
時
代　

外
国
人
労
働
を
め
ぐ
る
農
業
生
産
構
造
の
現
実

農
業
の
労
働
力
不
足
対
策
の
一つ
と
し
て
外
国
人
の
活
用
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
言
わ

れ
る
。技
能
実
習
法
が
昨
年
施
行
、ま
た
、国
家
戦
略
特
区
の
一
部
で
は
外
国
人
労
働
力

の
受
け
入
れ
が
始
ま
る
。外
国
人
を
め
ぐ
る
情
勢
が
変
わ
る
中
、外
国
人
労
働
力
の
受

け
入
れ
を一時
的
な
人
手
不
足
対
策
と
し
て
の
み
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

農林中金総合研究所　調査第一部

いしだ かずき
1984年福島県生まれ。東京大学農学生命科学研究科博士
課程単位取得退学後、2013年より現職。国家戦略特区にお
ける農業分野の取り組みの概要について、農林中金総合研
究所発行『農林金融』に定期的に執筆しており、17年11月号
では外国人雇用の動向をまとめている。

石田 一喜  Kazuki Ishida
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特集　日本農業は人手不足時代

れ
て
い
る
。た
だ
し
、一
年
以
上
の
実
習
に
関
し
て
は
職

種・作
業
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、一
八
年
四
月
現
在
、農
業

分
野
で
は
、耕
種
農
業（
施
設
園
芸
、畑
作
・
野
菜
、果
樹
）

と
畜
産
農
業（
養
豚
、養
鶏
、酪
農
）の
二
職
種
六
作
業
の

み
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
制
度
に
つ
い
て
は
、労
働
関
係
法
令
な
ど
に
関
す
る

違
反
や
実
習
生
の
失
踪
が
た
び
た
び
問
題
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
き
た
。そ
こ
で
、技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
と
技

能
実
習
生
の
確
実
な
保
護
を
目
的
と
す
る
抜
本
的
な
管

理
監
督
体
制
の
見
直
し
が
開
始
さ
れ
、長
年
の
議
論
の
末
、

一
六
年
一
一
月
の
技
能
実
習
法
の
成
立（
二
〇
一
七
年
一
一

月
施
行
）に
至
っ
て
い
る
。

　

新
た
な
技
能
実
習
制
度
の
最
大
の
特
徴
は
、法
務
省
と

厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る
認
可
法
人
と
し
て
新
設
さ
れ

た
、「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」（
以
下
、機
構
）を
中
心
と

す
る
管
理
監
督
体
制
に
あ
る
。こ
こ
で
機
構
は
、不
適
切

な
制
度
利
用
の
事
前
排
除
と
実
習
期
間
中
の
実
習
生
の

保
護
の
両
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　

ま
ず
事
前
排
除
に
関
し
て
は
、旧
制
度
で
は
地
方
入
管

局
が
一
括
で
審
査
し
て
い
た
内
容
に
つ
い
て
、専
門
的
な

見
地
を
持
っ
た
機
構
が
、監
理
団
体
の
許
可
、実
習
計
画

の
認
定
と
い
う
二
段
階
で
審
査
す
る
仕
組
み
に
変
更
さ

れ
た
。よ
っ
て
、機
構
が
適
正
と
判
断
し
な
い
限
り
、監
理

団
体
は
監
理
業
務
を
運
営
で
き
ず
、実
習
実
施
者
は
実
習

生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

実
習
生
の
保
護
に
関
し
て
は
、機
構
が
複
数
言
語
に
対

応
し
た
申
告
・
相
談
窓
口
を
用
意
し
て
い
る
。も
し
こ
こ

で
人
権
侵
害
を
含
む
違
反
行
為
の
発
生
を
把
握
し
た
場

合
に
は
、機
構
が
法
的
な
権
限
を
持
っ
て
、改
善
命
令
や

許
可
・
認
定
の
取
り
消
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
措
置
が
拡
充
さ
れ
た
一
方
で
、新
制
度
は
い

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
制
度
整
備
が
相
当
進
ん
で
お
り
、

お
そ
ら
く
今
年
度
中
も
こ
の
傾
向
が
続
く
と
予
想
さ
れ

る
。そ
こ
で
本
稿
で
は
、新
た
な
技
能
実
習
制
度
と
受
入

事
業
の
概
要
を
改
め
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、外
国
人
労

働
力
に
依
存
す
る
農
業
生
産
構
造
の
可
能
性
と
そ
こ
で

の
課
題
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
新
機
構
が
技
能
実
習
生
を
監
督

　

そ
も
そ
も
技
能
実
習
制
度
と
は
、わ
が
国
の
企
業
な
ど

が
、外
国
人
を
一
定
期
間
継
続
し
て
受
け
入
れ
、職
場
で

の
実
務
研
修
を
行
う
制
度
で
あ
る
。研
修
を
通
じ
、わ
が

国
の
技
能
や
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、母
国
の

経
済
発
展
を
担
う「
人
づ
く
り
」に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

制
度
の
創
設
は
一
九
九
三
年
で
あ
る
が
、農
業
分
野
で

の
受
け
入
れ
は
、二
〇
〇
〇
年
の
制
度
改
正
以
降
認
め
ら

く
つ
か
の
点
で
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、実
習
実
施
者
と
監
理
団
体
が
優
良
と
見
な

さ
れ
た
場
合
に
限
り
、受
け
入
れ
期
間
の
上
限
を
最
長
三

年
か
ら
最
長
五
年
に
引
き
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、常
勤
職
員
の
総
数
に
応
じ
た
基
本
人
数
枠
の
上

限
を
引
き
上
げ
て
お
り
、旧
制
度
の
二
倍
以
上
の
実
習
生

を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、実
習
生
が
従
事
可
能
な
業
務
範
囲
を
拡
大

し
、こ
れ
ま
で
範
囲
外
だ
っ
た
製
造
・
加
工
作
業
に
従
事

さ
せ
る
こ
と
や
、実
習
は
一
作
業
の
み
、と
す
る
か
つ
て
の

原
則
を
外
す
こ
と
で
、複
数
職
種
を
同
時
に
実
習
さ
せ
る

こ
と
も
制
度
上
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
上
最
近
で
は
、複
数
の
経
営
体
に
お
け
る
実
習
を

認
め
る
、弾
力
的
な
制
度
活
用
方
法
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。そ
の
一
つ
が
複
数
の
経
営
体
が
共
同
で

実
習
実
施
者
と
な
る
受
け
入
れ
で
あ
る
が
、一
七
年
九
月

に
は
、法
務
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
が「
農
協
な

ど
が
実
習
実
施
者
と
な
る
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
可
能

と
す
る
仕
組
み
」を
紹
介
し
て
い
る
。

　

本
仕
組
み
は
、農
協
な
ど
の
ほ
場
、選
果
場
な
ど
に
加

え
、請
負
契
約
を
締
結
し
た
組
合
員
の
ほ
場
で
の
実
習
も

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、北
海
道
の
複
数

の
農
協
に
続
き
、一
八
年
度
か
ら
は
茨
城
県
で
も
取
り
組

む
動
き
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
変
更
に
よ
り
、制
度
の
活
用

が
促
進
さ
れ
て
い
く
の
か
、今
後
の
動
向
を
見
て
い
く
必

要
が
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
技
能
実
習
制
度
の
変
更
に
か
か
わ
ら

ず
、一
部
の
農
家
や
地
域
は
、技
能
実
習
と
は
異
な
る
新

た
な
仕
組
み
の
創
設
を
希
望
し
て
い
る
。中
で
も
、積
雪

の
影
響
や
生
産
品
目
の
特
性
か
ら
、年
間
を
通
じ
た
農
作

業
が
難
し
い
農
家
や
産
地
で
は
、一
年
未
満
の
短
期
の
労

表　農業支援外国人受入事業と技能実習制度の比較

（注１）ただし、4年目以降の実習実施は、優良な監理団体、実習実施者に限られる
（注２）事前の「再入国許可」申請に基づく、一時帰国は可能
（注３）技能実習制度では、対象職種・作業ごとに業務内容の指定がある
資料：国家戦略特別区域法等および技能実習法などを参考に筆者作成

農業支援外国人受入事業 技能実習制度

受け入れ人数に
関する上限 上限設定なし

実習機関の常勤職員人数に
応じた人数枠内

（常勤が30名以下の場合は3名まで）

通算で最長3年、
出入国制限なし 最長5年（注１、注２）

なし
2年目以降の実習は2職種6作業に限定
耕種農業【施設園芸、畑作・野菜、果樹】

畜産農業【養豚、養鶏、酪農】

農作業（出荷作業含む）、
製造・加工作業、

運搬・販売・陳列作業など

農作業、製造・加工作業、出荷作業など
（各職種・作業ごとにされた作業範囲内）

（注３）

最長在留期間

生産品目などに
関する制限

認められている
作業内容
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外国人労働をめぐる農業生産構造の現実

働
力
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
外
国
人
の
雇
用
を
可
能
と
す
る

制
度
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
特
区
で
の
外
国
人
雇
用
が
可
能
に

　

こ
う
し
た
要
望
は
、「
農
業
の
担
い
手
と
な
る
外
国
人

材
の
就
労
解
禁
」と
し
て
整
理
さ
れ
、二
〇
一
六
年
か
ら

は
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
先
行
的
な
議
論
に
発
展
し

た
。そ
の
結
果
、一
七
年
六
月
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
法

の
改
正
に
よ
っ
て
、特
区
内
で
農
業
支
援
活
動
に
従
事
す

る
外
国
人
に
限
り
、入
国
・
在
留
を
例
外
的
に
認
め
る
措

置
を
講
じ
る
、受
入
事
業
の
実
施
に
至
っ
て
い
る
。

　

人
手
不
足
の
解
消
を
主
目
的
と
す
る
経
緯
か
ら
、受
入

事
業
は
、さ
ま
ざ
ま
な
品
目
や
産
地
の
労
働
力
ニ
ー
ズ
に

幅
広
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
、技
能
実
習
制
度
よ
り
も
汎

用
性
が
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る（
８
頁
、表
）。

　

外
国
人
の
従
事
内
容
に
つ
い
て
い
え
ば
、あ
ら
ゆ
る
品

目
が
対
象
で
あ
り
、技
能
実
習
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

運
搬
・
陳
列
・
販
売
作
業
へ
の
従
事
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、最
長
在
留
期
間
が「
通
算
三
年
」と
さ
れ
、こ
の

間
の
出
入
国
に
制
限
は
な
い
。す
な
わ
ち
、こ
の
範
囲
内

で
あ
れ
ば
農
繁
期
の
み
雇
用
し
、農
閑
期
は
母
国
に
帰
国

し
て
も
ら
う
こ
と
が
制
度
上
可
能
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
汎
用
性
の
高
さ
の
一
方
で
、不
正
行
為
の
発

生
や
失
踪
防
止
の
仕
組
み
に
関
し
て
は
、技
能
実
習
制
度

と
同
等
以
上
と
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
、事
業
ス
キ
ー
ム

と
各
種
要
件
の
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

基
本
的
な
事
業
の
ス
キ
ー
ム（
図
）を
見
る
と
、入
国
す

る「
外
国
人
」は
、ま
ず
派
遣
事
業
者
で
あ
る「
特
定
機
関
」

に
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
さ
れ
る
。た
だ
し
、本
事
業
が
想

定
す
る
外
国
人
は
、農
業
現
場
で「
即
戦
力
」と
な
り
得
る

者
に
限
定
さ
れ
、技
能
実
習
に
二
年
一
〇
カ
月
以
上
従
事

し
た
経
験
が
あ
る
者
か
、一
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
し
、

別
途
用
意
さ
れ
た
農
業
技
術
評
価
試
験
の
合
格
者（
雇
用

期
間
中
の
受
験
も
可
能
）だ
け
が
対
象
と
な
る
。

　

ま
た
、特
定
機
関
と
な
る
派
遣
事
業
者
は
、農
業
支
援

活
動
を
行
う
外
国
人
の
受
け
入
れ
を
適
正
か
つ
確
実
に

行
う
た
め
に
、必
要
な
経
済
的
基
礎
や
能
力
な
ど
を
有
す

る
と
判
断
さ
れ
た
者
に
限
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、特
定
機
関
に
雇
用
さ
れ
た
外
国
人
は
、特
定

機
関
と
農
業
派
遣
契
約
を
締
結
し
た
農
業
経
営
体
な
ど

に
派
遣
さ
れ
、派
遣
先
の
指
示
に
従
っ
て
作
業
に
従
事
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
派
遣
先
に
も
条
件
が
あ
り
、労
働
関
係
法
令

の
違
反
に
対
す
る
執
行
や
技
能
実
習
認
定
の
取
り
消
し

か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
は
、特
定
機
関
と
派
遣

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。し
た
が
っ
て
、技

能
実
習
制
度
の
抜
け
道
と
し
て
本
事
業
を
活
用
す
る

ケ
ー
ス
は
事
前
に
排
除
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
の
適
正
性
は
、関
係
自
治
体
と
国

の
関
係
機
関
が
構
成
す
る「
適
正
受
入
管
理
協
議
会
」が

管
理
監
督
す
る
仕
組
み
が
と
ら
れ
、技
能
実
習
制
度
に
お

け
る
機
構
と
同
様
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、多
く
の
地
域
が
活
用
を
要
望
し

て
い
る
が
、当
面
は
、既
に
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
エ

リ
ア
の
う
ち
、新
潟
県
新
潟
市
、愛
知
県
、京
都
府
に
お
い

て
先
行
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る（
二
〇
一

八
年
四
月
現
在
）。

　

国
は
、こ
れ
ら
地
域
で
の
活
用
状
況
を
見
て
早
期
の
全

国
展
開
を
図
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、近
く
議
論

が
開
始
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

そ
の
際
、活
用
実
績
の
有
無
や
受
け
入
れ
人
数
の
多
寡

に
注
目
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。し
か
し
筆
者
と
し
て

は
、特
区
本
来
の
創
設
意
義
で
あ
る
、規
制
に
対
す
る
特

例
措
置
の「
実
験
場
」と
い
う
性
質
を
生
か
し
た
評
価
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。中
で
も
、不
正
行
為
や

失
踪
を
防
ぐ
措
置
の
実
効
性
は
丁
寧
に
検
証
さ
れ
る
べ

き
だ
し
、制
度
が
想
定
し
て
い
な
い
運
営
上
の
課
題
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
一
方
で
、特
区
で
の
実
施
状
況
い
か
ん
に
か
か

わ
ら
ず
、受
入
事
業
お
よ
び
本
事
業
の
全
国
展
開
に
よ
っ

て
農
業
分
野
の
人
手
不
足
が
ど
れ
だ
け
解
消
さ
れ
る
の

か
、判
断
は
難
し
い
。ま
た
、一
時
的
に
解
消
で
き
た
と
し

て
も
、そ
こ
に
継
続
性
が
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
人
数
確
保
な
ど
四
点
が
課
題

　

受
入
事
業
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、以
下
の
四
点
を
個

別
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
一
、相
当
数
の
外
国
人
を
雇
用
で
き
る
か

　

労
働
力
の
確
保
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
競
合
が
激
化
し
、

日
本
で
働
く
金
銭
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
徐
々
に
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
。現
状
の
ま
ま
で
は
、日
本
に
来
る
外
国
人
数
が

増
え
る
見
込
み
は
な
い
。仮
に
日
本
に
来
て
も
、稼
ぐ
こ

と
が
目
的
で
あ
れ
ば
、農
業
以
外
の
職
種
に
従
事
す
る
可

能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。雇
用
確
保
が
鍵
と
な
る
。

　

ま
た
、受
入
事
業
は
短
期
雇
用
が
可
能
な
点
が
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
が
、こ
れ
は
日
本
側
の
都
合
で
し
か
な

い
。来
日
す
る
外
国
人
に
と
っ
て
は
、一
度
の
来
日
で
稼
げ

る
金
額
の
低
下
を
意
味
す
る
た
め
、ど
の
程
度
の
人
数
が

日
本
で
の
雇
用
を
希
望
す
る
か
不
明
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
の
適
切
な
把
握
が
必
要
で

あ
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
複
数
の
農
家
や
品
目
を
組
み
合

わ
せ
、長
期
の
就
業
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
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特集　日本農業は人手不足時代

要
か
も
し
れ
な
い
。

　
二
、各
種
要
件
が
持
つ
波
及
的
な
影
響

　

例
え
ば
、来
日
す
る
外
国
人
の
要
件
の
一
つ
に
、技
能

実
習
へ
の
二
年
一
〇
カ
月
以
上
の
従
事
が
設
定
さ
れ
て
い

る
が
、本
事
業
の
活
用
を
求
め
る
地
域
ほ
ど
、長
期
の
技

能
実
習
生
の
受
け
入
れ
実
績
が
ほ
と
ん
ど
な
い
可
能
性

が
高
い
。そ
の
た
め
、他
地
域
で
の
技
能
実
習
修
了
者
を

雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、そ
の
実
現
は
相
当
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、人
手
不
足
が
続
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
そ
の
場
合
、当
該
エ
リ
ア
の
生
産
品
目
の
栽
培
経

験
・
知
識
が
な
い
外
国
人
を
雇
用
す
る
確
率
が
高
い
。

よ
っ
て
、一
か
ら
農
作
業
を
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

「
即
戦
力
」と
い
う
当
初
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
外
れ
る
こ

と
に
な
る
。も
う
一
つ
の
要
件
と
し
て
、農
業
技
術
評
価

試
験
へ
の
対
応
に
加
え
、要
件
の
持
つ
影
響
と
そ
の
対
応

が
吟
味
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

三
、国
内
農
業
の
外
国
人
労
働
力
の
受
け
入
れ
体
制

　

外
国
人
労
働
力
の
流
入
に
よ
る
労
働
市
場
へ
の
影
響

は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、外
国
人
の
雇
用
を
優

先
し
す
ぎ
る
こ
と
で
、日
本
人
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保

が
お
ろ
そ
か
に
な
る
懸
念
も
あ
る
。

　

実
際
、水
産
分
野
で
は
、技
能
実
習
生
に
依
存
し
す
ぎ

た
こ
と
で
、海
技
士
候
補
と
な
る
日
本
人
の
若
手
乗
組
員

が
育
っ
て
お
ら
ず
、漁
船
が
運
航
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
生

じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る（
注
）。

　

そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、外
国
人
に
よ
る

労
働
力
補
完
に
併
せ
、ほ
場
で
外
国
人
に
対
し
て
作
業
を

指
示
す
る
よ
う
な
人
材
を
育
成
し
、体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

　

四
、フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
労
働
力
確
保

　

最
後
に
、本
事
業
は
あ
く
ま
で
農
業
経
営
体
を
対
象
と

し
て
お
り
、同
じ
く
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
る
選
果
場
や

加
工
場
な
ど
の
人
手
不
足
に
貢
献
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。沖
縄
県
の
製
糖
工
場
の
よ

う
に
、農
産
物
の
生
産
と
加
工
が
直
結
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
中
で
、フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
労
働
力
確
保

に
つ
い
て
、出
荷
方
法
の
簡
素
化
、技
術
効
率
性
の
向
上
、

「
農
業
の『
働
き
方
改
革
』」に
も
沿
っ
た
労
務
条
件
の
改

善
を
含
め
、全
般
的
に
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

二
〇
一
八
年
二
月
お
よ
び
四
月
の
経
済
諮
問
会
議
で

は
、専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
在
留
資
格
対
象
に
農
業
関

連
を
追
加
す
る
こ
と
や
、実
習
修
了
者
お
よ
び
同
程
度
の

技
能
を
持
つ
人
の
最
長
五
年
の
雇
用
を
可
能
と
す
る
在

留
資
格「
特
定
技
能（
仮
称
）」の
創
設
を
議
論
し
始
め
て

い
る
。こ
れ
ら
の
内
容
は
、早
け
れ
ば
六
月
の「
骨
太
方

針
」に
盛
り
込
ま
れ
、一
八
年
秋
の
臨
時
国
会
で
審
議
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

雇
用
主
の
立
場
で
は
、一
度
雇
用
し
た
者
を
継
続
的
に

雇
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。し
か
し
、期
間
や
条
件
の

上
限
を
徐
々
に
伸
ば
す
こ
と
は
、実
質
的
に
移
民
政
策
を

実
施
す
る
の
と
同
等
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、外
国
人
の
雇
用

は
社
会
的
な
保
障
シ
ス
テ
ム
を
含
め
て
総
合
的
に
検
討

す
べ
き
問
題
で
あ
り
、一
時
的
な
人
手
不
足
対
応
と
し
て

検
討
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。事
業
効
果
の
検
証
も
踏
ま

え
た
、詳
細
な
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　

図　農業支援外国人受入事業の事業スキーム

問
題
発
生
時
の
措
置
は

【
指
針
】が
決
定

雇
用
契
約【
指
針
】

現
地
調
査（
問
題
発
生
時
）

苦情相談

適正受入管理協議会

派遣先
農業経営体

（農家、法人）

特定機関

資料：国家戦略特別区域法などを参考に筆者作成

外国人農業支援人材
の要件は【指令】お
よび【解釈】で指定

関係自治体
地方農政局、地方入国管理局、
都道府県労働局、
内閣府地方創生推進事務局など

特定機関の要件
は【政令】および

【指針】で指定

農業支援活動は生産、
出荷・調整、加工など、
一部【政令】でも指定

農業経営体の要件は
【指令】および【解釈】
で指定

連携

報告

外国人

農業支援活動

作業指示

適合性チェック
巡回指導・監査

農業派遣契約

（
注
）こ
の
点
に
つ
い
て
は
、三
輪
千
年
・
佐
々
木
貴
文
・
堀
口
健

治（
二
〇
一
七
）「
漁
船
漁
業
に
従
事
す
る
外
国
人
技
能
実
習
生

の
重
み
と
そ
の
特
徴
：
熟
練
獲
得
か
ら
み
た
技
能
実
習
生
の
位

置
付
け
」（『
漁
業
経
済
研
究
』第
六
一
巻
第
二
号
）参
照
。
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米
国
農
業
現
場
に
学
び
の
ヒ
ン
ト

　

二
〇
一
六
年
五
月
、野
菜
く
ら
ぶ
が
主
催
し
た
ア
メ
リ

カ
視
察
ツ
ア
ー
中
に
一
つ
の
農
場
で
気
に
な
る
こ
と
を
耳

に
し
た
。「
最
近
、メ
キ
シ
コ
人
の
雇
用
が
で
き
な
く
な
り

人
手
不
足
で
機
械
化
を
進
め
て
い
ま
す
」。ア
メ
リ
カ
の

野
菜
農
家
は
巨
大
化
し
て
い
て
〇
二
年
に
視
察
に
行
っ

た
と
き
の
約
一
〇
倍
の
規
模
に
な
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
一
九
九
五
年
頃
は
、豊
富
な
メ
キ
シ
コ
人
労
働

者
を
、悪
い
言
い
方
を
す
れ
ば
使
い
捨
て
の
よ
う
に
し
て

も
賃
金
格
差
に
よ
っ
て
思
い
ど
お
り
に
集
め
ら
れ
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、視
察
ツ
ア
ー
時
の
現
場
は
全

く
違
っ
た
様
子
だ
っ
た
。労
働
者
不
足
の
農
場
で
は
、す

で
に
三
〇
〇
〇
万
円
も
す
る
除
草
ロ
ボ
ッ
ト
が
二
台
活

躍
し
て
い
て
労
働
者
二
〇
人
分
の
仕
事
を
合
理
化
で
き

た
、と
言
っ
て
い
た
。

　

そ
の
衝
撃
的
な
ア
メ
リ
カ
視
察
ツ
ア
ー
か
ら
二
年
が

経
っ
た
今
年
二
月
、ア
メ
リ
カ
に
再
度
、農
業
視
察
に

行
っ
た
。今
回
訪
問
し
た
農
場
の
ほ
と
ん
ど
で「
人
手
不

足
」の
問
題
は
よ
り
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

し
か
し
、訪
問
し
た
農
場
の
一
つ「
タ
ニ
ム
ラ
＆
ア
ン
ト

ル
農
場
」で
は
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
人
手
不
足
が
解
消

さ
れ
て
い
た
。そ
の
要
因
を
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ジ
ョ
ナ
サ

ン
が
教
え
て
く
れ
た
。

　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
は
働
く
人
の
給
料
だ
け
で
な
く
、住
宅
環

境
を
含
め
た
生
活
環
境
や
保
険
制
度
、持
ち
株
制
度
な
ど

の
資
産
形
成
ま
で
含
め
た
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
強
調
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、そ
の
一
環
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
て
も
生
活

環
境
が
恵
ま
れ
て
い
る
労
働
者
の
住
居
用
ア
パ
ー
ト
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
、私
は
、こ
こ
に
今
後
、日
本

に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
示
唆
が
あ
る
、と

感
じ
た
。

　
担
い
手
確
保
は
切
実
な
課
題

　

私
は
、外
国
人
労
働
者
が
今
後
の
日
本
の
農
業
生
産
を

発
展
さ
せ
、地
域
社
会
の
経
済
を
潤
し
、結
果
、国
民
に
安

定
し
た
食
料
供
給
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。政
府

も
人
手
不
足
が
深
刻
な
農
業
分
野
で
外
国
人
材
を
活
用

し
よ
う
と
、国
家
戦
略
特
区
で
受
け
入
れ
を
解
禁
し
た
。

　
「
外
国
人
労
働
者
は
日
本
人
の
給
与
を
下
げ
、雇
用
を

奪
う
」と
言
う
人
が
い
る
が
、そ
れ
は
的
外
れ
で
あ
る
。も

ち
ろ
ん
機
械
化
し
て
労
働
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。機
械
化
と
外
国
人
の
活
用
は
車
の
両
輪

の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。な
ぜ
な
ら
ば
、今
後
日
本
人
だ

け
で
国
内
の
食
料
生
産
が
ま
か
な
え
る
と
は
思
わ
な
い
。

　

農
業
従
事
者
数
の
推
移
や
高
齢
化
の
進
展
に
関
す
る

統
計
を
見
れ
ば
、労
働
力
の
減
少
が
そ
の
ま
ま
野
菜
生
産

　

特
集　

日
本
農
業
は
人
手
不
足
時
代　

私
が
理
想
と
す
る
農
業
と
外
国
人
労
働
の
か
た
ち

日
本
農
業
の
現
場
は
人
口
高
齢
化
を
補
う
基
幹
労
働
力
の
確
保
が
見
込
め
ず
、際
立
っ

た
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。農
業
の
新
た
な
担
い
手
に
な
る
外
国
人
労
働
者
の
定

着
に
向
け
た
意
識
改
革
が
必
要
に
な
る
。農
業
生
産
の
現
場
で
数
々
の
改
革
を
成
功

さ
せ
て
き
た
経
営
者
が
、こ
の
先
の
農
業
に
リ
ア
ル
な
独
白
で
迫
る
。

グリンリーフ株式会社 代表取締役社長

さわうら しょうじ
1964年群馬県生まれ。83年、群馬県立利根農林高等学校卒
業。群馬県畜産試験場研修後に、就農（養豚・コンニャク製
品加工）。現在、土づくりにこだわり、有機のコンニャクイモ、
ホウレンソウ、コマツナなどを生産。事業所内託児所開設な
ど社員の働きやすい環境整備にも取り組む。

澤浦 彰治  Shouji Sawaura



12　AFCフォーラム 2018・6

特集　日本農業は人手不足時代

ろ
う
か
？ 

経
営
者
に
な
れ
る
能
力
を
持
つ
農
家
は
い
る
。

管
理
者
に
な
れ
る
資
質
を
持
っ
た
人
も
い
る
。技
術
者
も

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
機
関
で
育
成
し
て
い
る
。ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
投
資
育
成
株
式
会
社
や
株
式
会
社
農
林
漁
業
成
長

産
業
化
支
援
機
構（
Ａ
－
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
）な
ど
投
資
会
社
も

で
き
、資
本
や
資
金
調
達
も
以
前
に
比
べ
れ
ば
格
段
に
自

由
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、実
際
に
農
作
業
を
し
て
く
れ
る
人
は
減
少
し

て
不
足
し
て
い
る
の
だ
。外
国
人
実
習
生
は「
技
術
移
転
」

が
目
的
で
来
日
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
問

題
や
コ
ス
ト
負
担
が
あ
り
労
働
確
保
の
対
策
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

　

日
本
は
外
国
人
の
医
者
や
弁
護
士
、経
営
者
や
技
術
者

な
ど
の
高
度
人
材
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
が
単
純
労

働
者
は
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
。私
は「
今

の
日
本
は『
付
加
価
値
の
高
い
高
度
な
仕
事
を
外
国
の
人

に
担
っ
て
も
ら
い
、日
本
人
は
単
純
労
働
で
働
き
な
さ

い
』と
い
う
日
本
人
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
な
い
制
度
だ
」

と
皮
肉
を
よ
く
言
う
。

　
不
足
し
て
い
る
の
は
農
業
労
働
者

　

農
業
は
経
営
者
が
経
営
を
し
て
技
術
を
持
っ
て
管
理

も
し
て
さ
ら
に
労
働
も
す
る
。経
営
者
が
労
働
か
ら
解
放

さ
れ
な
い
か
ら
経
営
に
専
念
で
き
ず
、経
営
の
生
産
性
が

上
が
ら
な
い
の
だ
。六
次
産
業
化
を
し
て
も
生
産
現
場
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、重
要
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
付
加
価
値
の
高
い
重
要
な
業
務
に
時
間
を
割

け
な
い
の
だ
。経
営
者
が
生
産
現
場
に
い
れ
ば
作
業
は
高

効
率
に
は
な
る
。し
か
し
私
の
経
験
上
、付
加
価
値
を
上

げ
よ
う
と
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、生
産
現
場
だ
け
に
経

営
者
が
専
念
し
て
い
て
は
経
営
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。

の
減
少
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。ア
メ
リ
カ
で
も

メ
キ
シ
コ
人
労
働
者
が
減
り
、そ
れ
に
伴
っ
て
作
付
け
量

が
減
っ
て
野
菜
の
価
格
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
「
農
業
の
担
い
手
を
確
保
し
な
け
れ
ば
」と
い
う
話
は

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
聞
く
、ま
た
そ
の
対
策
も
多
く
打

た
れ
て
い
る
。し
か
し「
担
い
手
」と
い
う
の
は
ど
ん
な
人

だ
ろ
う
か
？ 
事
業
経
営
に
は「
経
営
」「
資
本
」「
管
理
」

「
技
術
」「
労
働
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」な
ど
の
機
能
が
あ

り
、そ
れ
で
会
社
は
成
り
立
っ
て
い
く
が
こ
れ
は
農
業
も

同
じ
で
あ
る
。今
、農
家
は
こ
れ
ら
全
て
を
一
人
で
行
な
っ

て
い
る
。こ
の
現
在
の
農
家
モ
デ
ル
を「
担
い
手
」と
し
て

育
て
る
の
は
困
難
で
あ
り
、仮
に
成
功
す
る
に
し
て
も
そ

の
確
率
は
限
り
な
く
低
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、機
能
を
分
化
し
て
見
た
場
合
で
は
ど
う
だ

　

そ
う
考
え
た
と
き
に
、本
当
に
求
め
て
い
る
の
は
農
作

業
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
だ
。ダ
イ
コ
ン
の
種
を
ま
き
、

草
を
取
り
、収
穫
し
、洗
浄
し
て
く
れ
る
人
た
ち
な
の
だ
。

こ
れ
ら
の
仕
事
は
熟
練
し
た
能
力
が
必
要
で
単
純
労
働

と
は
私
は
思
っ
て
い
な
い
が
、世
間
的
に
は「
誰
で
も
で

き
る
単
純
労
働
」と
見
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。ま
あ
、見
方

は
ど
う
で
あ
れ
、こ
の
よ
う
に
作
業
を
し
て
く
れ
る
人
が

不
足
し
農
業
経
営
者
は
い
く
ら
良
い
技
術
や
能
力
が

あ
っ
て
も
そ
れ
を
活
か
せ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、現
在
、農
業
経
営
の
中
で
必
要
な
の
は
農
業

労
働
者
で
あ
り
、そ
の
人
た
ち
が
増
え
る
事
で
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
能
力
や
技
術
を
持
つ
日
本
人
の
雇
用
も
増
え
て
い

く
。

　

過
去
に
お
い
て
、私
が
住
む
群
馬
県
利
根
郡
昭
和
村
で

も
農
業
者
の
減
少
は
起
き
て
い
た
。図（
一
四
頁
）の
よ
う

に
こ
の
二
五
年
間
で
農
業
従
事
者
は
約
一
〇
〇
〇
人
、約

四
〇
％
も
減
少
し
た
。こ
れ
だ
け
見
れ
ば
他
の
農
村
と
同

じ
と
言
え
る
。し
か
し
、違
っ
て
い
た
の
は
農
業
従
事
者

が
減
少
し
始
め
た
頃
、外
国
人
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
こ

と
だ
。そ
し
て
そ
の
一
〇
～
一
五
年
後
に
、急
速
に
日
本
人

の
雇
用
が
増
え
た
こ
と
だ
。こ
の
き
っ
か
け
は
一
九
九
七

年
頃
始
ま
っ
た「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」だ
っ
た
。昭
和
村

の
農
家
は
日
本
人
社
員
の
雇
用
を
求
め
、多
い
と
き
に
は

一
〇
社
を
超
え
る
出
展
が
あ
り
積
極
的
に
日
本
人
の
採

用
を
し
た
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
に
耕
作
面
積
の
グ
ラ
フ
を
重
ね
て
み
る

と
面
白
い
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。こ
の
二
五
年
間
で
自

作
地
に
よ
る
経
営
面
積
は
三
二
％
増
加
し
、一
人
当
た
り

の
生
産
性
は
五
〇
％
向
上
し
て
い
る
の
だ
。

　

外
国
人
実
習
生
が
日
本
人
の
雇
用
を
創
出
し
、さ
ら
に

タニムラ＆アントル農場の労働者用のアパート
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私が理想とする農業と外国人労働のかたち

農
業
生
産
力
を
上
げ
一
人
当
た
り
の
生
産
性
も
上
げ
た

の
だ
。外
国
人
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
農
家
と
そ
う

で
な
い
農
家
の
所
得
や
後
継
者
の
有
無
を
比
較
し
た
統

計
で
は
、実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
農
家
の
方
が
所
得

も
高
く
、後
継
者
が
い
る
確
率
も
高
い
と
い
う
結
果
が
出

て
い
る
。家
族
経
営
農
家
の
生
産
性
は
外
国
人
の
受
け
入

れ
が
あ
る
こ
と
で
高
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
れ
か
ら
し
て
み
る
と
、外
国
人
実
習
生
制
度
は
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
は
あ
る
に
し
て
も
農
家
所
得
を
高
く
し
て

農
家
の
生
産
性
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
外
国

人
が
日
本
人
の
雇
用
を
奪
う
」と
い
う
の
は
こ
の
例
か
ら

も
、農
業
に
お
い
て
は
い
か
に
机
上
の
空
論
か
と
い
う
こ

と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、外
国
人
労
働
者
が
入
る
と
賃
金
が
安
く
な
る
と

言
わ
れ
る
が
、こ
れ
は
最
低
賃
金
を
上
げ
る
こ
と
で
賃
金

下
落
を
規
制
す
れ
ば
良
い
こ
と
で
、「
外
国
人
労
働
＝
低

賃
金
化
」と
い
う
構
図
で
考
え
る
の
は
間
違
い
だ
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。彼
ら
は
一
カ
月
に
食
費
や
燃
料

代
な
ど
、一
人
当
た
り
四
～
六
万
円
を
消
費
す
る
。昭
和

村
に
は
今
、約
四
〇
〇
人
の
外
国
人
実
習
生
が
い
る
か
ら
、

一
カ
月
で
一
六
〇
〇
万
～
二
四
〇
〇
万
円
の
消
費
を
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
が
地
域
の
商
店
や
他
産
業
の
所

得
に
な
り
地
域
経
済
へ
波
及
し
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、彼
ら
は
全
員
が
国
民
年
金
と
国
民
健
康
保
険

（
会
社
で
あ
れ
ば
社
会
保
険
）に
加
入
し
て
い
る
。仮
に
全

員
が
国
保
と
し
一
カ
月
一
万
一
〇
〇
〇
円
の
保
険
料
を

払
っ
て
い
る
と
仮
定
し
た
ら
、昭
和
村
は
月
間
四
四
〇
万

円
、年
間
に
す
る
と
五
三
四
〇
万
円
の
収
入
増
に
な
る
。

つ
ま
り
、外
国
人
実
習
生
が
年
金
財
政
を
支
え
、市
町
村

の
国
民
健
康
保
険
の
財
源
を
潤
し
て
い
る
の
だ
。同
じ
よ

う
に
、法
人
で
あ
れ
ば
厚
生
年
金
保
険
と
健
康
保
険
に
加

入
し
財
源
を
潤
わ
せ
て
い
る
。

　
外
国
人
材
獲
得
で
日
本
は
負
け
組

　

諸
外
国
の
農
業
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
活
用
に

つ
い
て
考
え
る
と
、人
材
獲
得
競
争
で
す
で
に
日
本
は
負

け
組
と
言
え
る
。

　

韓
国
は
、以
前
日
本
と
同
じ
実
習
生
制
度
で
外
国
人
を

受
け
入
れ
た
が
大
失
敗
し
て
、現
在
は
労
働
者
と
し
て
受

け
入
れ
成
功
し
て
い
る
。韓
国
は
労
働
な
の
で
事
前
研
修

な
ど
で
お
金
が
か
か
ら
ず
、入
国
後
も
時
間
制
限
が
無
い

た
め
に
多
く
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
人
気
だ
。ま
た
、台
湾
で

の
農
業
労
働
も
同
じ
で
お
金
を
稼
げ
る
と
人
気
が
高
い
。

　

日
本
で
は
、母
国
で
の
事
前
研
修
と
入
国
後
一
カ
月
の

座
学
研
修
が
あ
り
、そ
し
て
本
来
で
あ
れ
ば
農
業
は
収
穫

時
期
な
ど
沢
山
働
け
る
は
ず
が
規
制
で
働
け
な
い
。そ
の

状
況
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
現
地
に
広
が
り
日
本
の
人

気
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。さ
ら
に
、タ
イ
国
内
の
所

得
の
上
昇
を
考
え
る
と
今
の
制
度
で
日
本
の
中
で
働
く

こ
と
の
魅
力
が
薄
れ
て
い
る
と
面
接
に
行
く
た
び
に
感

じ
、実
際
に
現
地
の
人
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。こ

れ
は
タ
イ
だ
け
で
な
く
中
国
や
他
の
国
で
も
同
じ
こ
と

が
言
え
る
。

　

一
〇
七
円
の
レ
ー
ト
で
考
え
る
と
ア
メ
リ
カ
の
農
業

労
働
者
の
時
給
は
約
一
三
〇
〇
円
か
ら
一
八
〇
〇
円
で
あ

り
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
五
〇
〇
円
以
上
で
歩
合

給
を
含
め
る
と
三
〇
〇
〇
円
近
い
単
価
だ
。欧
米
諸
国
は

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
雇
用
解
禁
を
し
て
な
い
が
、こ
れ
が

解
禁
さ
れ
た
ら
日
本
に
は
実
習
生
は
来
な
く
な
る
だ
ろ

う
。そ
う
な
っ
た
ら
、農
業
生
産
は
急
速
に
縮
小
す
る
。そ

し
て
そ
れ
は
農
業
の
問
題
よ
り
も
、そ
れ
を
食
べ
る
国
民

の
食
生
活
を
直
撃
す
る
。今
年
の
冬
の
よ
う
な
野
菜
の
価

格
が
一
年
中
続
く
こ
と
に
な
る
。外
国
人
が
い
な
く
な
れ

ば
農
産
物
価
格
は
上
昇
し
農
家
に
と
っ
て
は
短
期
的
に

は
喜
ば
し
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、そ
れ
が
日
本
に

と
っ
て
よ
い
こ
と
な
の
か
？ 

食
卓
へ
の
実
感
と
し
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

　
定
住
移
民
と
区
別
し
て
考
え
る
べ
き

　
「
労
働
者
の
受
け
入
れ
＝
移
民
の
受
け
入
れ
」と
す
ぐ

に
結
び
付
け
、冷
静
な
議
論
が
で
き
な
い
場
面
に
何
度
か

遭
遇
し
た
。日
本
人
に
移
民
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
事
は
私

も
理
解
し
て
い
る
し
、私
も
定
住
化
は
慎
重
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。（
ち
な
み
に
移
民
の
定
義
は
母

国
と
違
う
国
に
一
年
以
上
滞
在
す
る
人
を「
移
民
」と
定

義
し
て
い
る
の
で
実
習
生
も
移
民
に
分
類
さ
れ
る
。）

　

し
か
し
、そ
の
定
住
者
と
農
業
労
働
者
は
別
と
し
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。実
際
に
私
達
の
所
で
働
く
外
国
人
も

日
本
で
の
定
住
は
求
め
て
お
ら
ず
、そ
れ
よ
り
も
農
繁
期

は
日
本
で
働
き
農
閑
期
は
母
国
へ
帰
る
な
ど
、何
度
も
行

き
来
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

　

台
湾
で
は
三
年
間
働
き
一
度
母
国
に
帰
っ
て
、ま
た
三

年
働
く
こ
と
が
で
き
、こ
れ
を
三
回
繰
り
返
せ
る
。イ
ス

ラ
エ
ル
で
は
五
年
を
二
回
。台
湾
や
イ
ス
ラ
エ
ル
で
そ
の

労
働
者
が
定
住
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

　

ま
た
、労
働
を
解
禁
す
る
と
好
き
勝
手
に
日
本
に
入
国

で
き
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
が
、企
業
の
採
用
が

あ
っ
て
初
め
て
入
国
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ
る
の
で
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
し
、ビ
ザ
な
し
で
働
け
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
私
も
反
対
で
あ
る
。

　
「
移
民
」と「
労
働
」は
本
来
別
の
も
の
で
あ
る
が
、「
外

国
人
労
働
」と
い
う
と
な
ぜ
か
思
考
停
止
に
な
っ
て
し
ま
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う
。そ
の
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。外
国
人
労
働
と
定
住（
移

民
）は
別
と
し
て
法
制
化
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、日
本
で
今
後
外
国
人
材
を
活
用
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。以
下
は
私
の
案
で
あ
る
。

　
即
戦
力
の
外
国
人
労
働
者
が
必
要

　

ま
ず
当
然
の
こ
と
な
が
ら
不
法
な
雇
用
は
排
除
す
る
。

そ
の
上
で
、外
国
人
労
働
者
の
転
職
規
制
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

農
業
法
人
が
直
接
雇
用
を
す
る
場
合
、高
校
生
の
採
用

と
同
じ
よ
う
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
雇
用
条
件
を
出
し
て

労
働
条
件
の
チ
ェ
ッ
ク
と
承
認
を
得
て
雇
用
す
る
よ
う

に
す
れ
ば
、不
法
な
雇
用
は
な
く
な
る
と
考
え
る
。直
接

雇
用
が
で
き
な
い
事
業
体
は
、現
在
の
管
理
団
体
の
よ
う

な
機
関
を
通
じ
て
採
用
を
す
る
。外
国
人
労
働
者
は
採
用

さ
れ
た
法
人
だ
け
で
労
働
で
き
る
限
定
ビ
ザ
を
発
行
す

る
。転
職
す
る
場
合
は
一
度
母
国
に
戻
っ
て
、再
度
採
用

さ
れ
新
し
い
ビ
ザ
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
。こ
の
こ

と
で
、無
職
状
態
の
外
国
人
労
働
者
が
国
内
に
定
住
す
る

こ
と
は
な
く
な
り
、不
法
状
態
で
働
く
人
も
増
え
る
こ
と

は
な
い
。

　

以
前
、私
た
ち
の
会
社
で
日
系
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
雇
用

し
た
こ
と
が
あ
る
。日
系
人
は
日
本
企
業
に
採
用
さ
れ
な

い
と
日
本
に
定
住
者
と
し
て
来
る
た
め
の
ビ
ザ
が
出
な

い
。し
か
し
、職
種
、業
種
を
問
わ
ず
就
労
可
能
な
在
留
資

格
で
あ
る
た
め
入
国
し
た
後
は
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に

転
職
が
で
き
る
。私
た
ち
の
会
社
で
採
用
し
た
人
も
間
も

な
く
時
給
の
高
い
会
社
へ
移
っ
て
い
っ
た
。し
か
し
、あ
る

と
き
そ
の
人
か
ら
電
話
が
あ
っ
た「
仕
事
が
な
く
な
っ
た

が
、働
け
る
か
？
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、こ
の
例
に
限
ら
ず
入
国
し

た
人
が
無
職
の
状
態
に
な
る
こ
と
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。外
国
か
ら
来
た
人
が
必
ず
職
に
就
い
て
い
る
状
態

に
す
る
た
め
に
も
転
職
規
制
は
す
べ
き
で
あ
る
。

　

就
農
期
間
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　

労
働
ビ
ザ
を
取
得
で
き
る
期
間
は
三
～
五
年
が
望
ま

し
く
、そ
の
期
間
が
過
ぎ
た
ら
一
度
母
国
に
戻
り
再
度
労

働
ビ
ザ
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
。こ
の
よ
う
に
一
定

期
間
働
き
、そ
の
後
母
国
に
帰
っ
て
再
度
ビ
ザ
申
請
を
し

て
働
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、定
住
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。

　

次
に
、季
節
雇
用
を
可
能
に
す
る
。欧
米
の
ほ
と
ん
ど

の
農
家
は
季
節
雇
用
に
よ
り
生
産
性
を
上
げ
て
い
る
。農

業
は
繁
忙
期
と
閑
散
期
の
差
が
あ
る
の
で
、季
節
雇
用
は

農
業
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
も
絶
対
に
必
要

だ
。ま
た
、収
穫
時
期
な
ど
は
長
時
間
の
労
働
が
必
要
に

な
る
の
で
、一
般
の
農
業
と
同
じ
よ
う
に
労
働
基
準
法
の

適
用
除
外
と
す
る
。現
在
の
実
習
生
制
度
は
労
働
基
準
法

の
労
働
時
間
が
適
用
さ
れ
て
い
る
た
め
農
繁
期
に
必
要

人
員
を
合
わ
せ
る
と
、農
閑
期
に
人
手
が
余
る
と
い
う
問

題
が
あ
る
。

　

外
国
人
労
働
者
か
ら
見
れ
ば
農
繁
期
は
上
限
以
上
働

け
ず
所
得
に
つ
な
が
ら
ず
、農
閑
期
は
時
間
外
が
な
く
な

り
所
得
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
不
満
を
持
ち
、雇
用
す

る
農
業
者
に
と
っ
て
も
、農
閑
期
で
も
雇
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
く
な
る
。

　

ヒ
ト
の
部
分
に
つ
い
て
は
、一
農
業
法
人
の
人
数
制
限

は
し
な
い
こ
と
だ
。外
国
人
労
働
者
の
人
数
は
、そ
の
会

社
の
内
容
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
な
の
で
、人
数
制
限
を

設
け
る
こ
と
は
不
要
だ
と
思
う
。ま
た
、雇
用
す
る
外
国

人
労
働
者
の
学
歴
や
職
務
経
験
な
ど
の
資
質
、能
力
要
件

は
な
く
す
。本
来
、採
用
す
る
事
業
主
が
必
要
な
能
力
を

要
求
し
採
用
す
る
も
の
な
の
で
、あ
え
て
法
律
で
規
制
す

る
必
要
は
な
い
。さ
ら
に
、福
利
厚
生
な
ど
を
手
厚
く
し

日
本
の
農
業
現
場
が
彼
ら
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
は「
タ
ニ
ム
ラ
＆
ア
ン
ト
ル
農

場
」に
見
た
と
お
り
だ
。

　

低
賃
金
で
の
労
働
力
確
保
へ
の
利
用
が
指
摘
さ
れ
て

き
た
外
国
人
技
能
実
習
制
度
か
ら
、今
後
は
、即
戦
力
と

し
た
外
国
人
労
働
者
の
活
用
が
必
須
だ
。高
齢
化
で
人
手

不
足
が
深
刻
で
あ
る
農
業
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
は
農
業
問
題
で
は
な
く
、日
本
の
食
糧
問
題
と

言
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図　昭和村の農業人口と耕地面積の推移

※１…農業センサスより
※２…1995年～2010年は国勢調査、2015年は昭和町広報より

（人・ha）

1990 95 2000 05 10 15（年）

30００
耕地面積
２,５０６ha

年間日本人雇用従事者数
１,４２１人（※1）

農業従事者数（日本人）
１,４６４人（※1）

外国人実習生数
364人（※2）

２,２４９人
25００

20００

15００

10００

5００

０

25年間で昭和村の耕作面積は３２％増加し、
1人当たりの生産性は５０％向上した。

１,８８９ha

２,５３５人
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今
回
の
調
査
で
は
、景
況
Ｄ
Ｉ
と
と

も
に
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
に
関
す
る

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

景
況
Ｄ
Ｉ
の
調
査
結
果

　
価
格
好
調
で
通
年
Ｄ
Ｉ
が
過
去
最
高

　

二
〇
一
七
年（
一
～
一
二
月
）の
農
業

全
体
の
景
況
感
を
示
す
景
況
Ｄ
Ｉ
は
二

一
・
二
で
、過
去
最
高
の
一
六
年（
二
〇
・

〇
）を
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た（
図
１
）。

　

こ
れ
は
、光
熱
動
力
費
な
ど
生
産
コ

ス
ト
上
昇
の
影
響
が
見
ら
れ
る
も
の
の

（
生
産
コ
ス
ト
Ｄ
Ｉ
：
▲
一
九
・
一
→
▲

二
五
・
二
）、総
じ
て
販
売
単
価
の
好
調

が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（
販
売

単
価
Ｄ
Ｉ
：
二
六
・
一
→
二
四
・
三
）、収

支
・
資
金
繰
り
が
安
定
し
た（
収
支
Ｄ

Ｉ
：
一
六
・
七
→
一
四
・
七
、資
金
繰
り

Ｄ
Ｉ
：
一
五
・
五
→
一
五
・
五
）こ
と
が

要
因
で
す（
図
２
）。

　

業
種
別
に
見
る
と
、生
産
・
価
格
の
好

調
が
続
く
養
豚（
二
六
・
二
→
五
九
・
四
）

や
ブ
ロ
イ
ラ
ー（
二
七
・
四
→
五
五
・
三
）、

作
柄
も
良
く
販
売
単
価
が
上
昇
し
た
稲

作（
北
海
道
）（
▲
四
・
九
→
三
九
・
七
）

は
景
況
Ｄ
Ｉ
が
大
幅
に
上
昇
し
、高
水

準
と
な
り
ま
し
た
。茶（
一
一
・
一
→
二

六
・
五
）は
一
昨
年
ま
で
低
迷
が
続
い
て

い
た
も
の
の
、回
復
基
調
と
な
り
ま
し

た
。一
六
年
に
北
海
道
で
台
風
被
害
の

あ
っ
た
畑
作（
▲
一
七
・
六
→
三
四
・
八
）

は
、大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。

　

一
方
、一
七
年
の
天
候
不
順
の
影
響

で
、耕
種
で
は
稲
作（
都
府
県
）（
二
三
・

農業景況ＤＩは
２年連続で過去最高値
ＧＡＰは認知者3割が
認証を取得意向

全体の景況感は良好ですが、天候不順で悪化した業
種もあります。農業の生産工程管理であるGAPは、大
規模経営体ほど認証取得の傾向です。

日本 政 策 金 融 公 庫 ◦ 農 林 水 産 事 業

Report on research

情報戦略レポート

●

六
→
一
〇
・
三
）や
施
設
野
菜（
二
六
・

三
→
一
五
・
〇
）、露
地
野
菜（
一
四
・
七

→
七
・
五
）、果
樹（
二
五
・
六
→
二
一
・

八
）は
景
況
Ｄ
Ｉ
が
悪
化
し
ま
し
た
。

　

な
お
、施
設
花
き（
一
一
・
八
→
▲
一

〇・六
）は
大
幅
に
悪
化
し
、マ
イ
ナ
ス
値

に
転
じ
ま
し
た
。こ
れ
は
、葬
儀
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
よ
り
一
部
の
切
り
花
需
要

が
衰
退
し
た
こ
と
に
加
え
、一
七
年
は
天

候
不
順
に
よ
る
出
荷
時
期
と
需
要
期
の

ず
れ
な
ど
が
重
な
り
、市
場
価
格
を
大

き
く
下
げ
た
こ
と
が
要
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

畜
産
で
は
、販
売
単
価
の
下
落
と
素

牛
価
格
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
肉
用
牛

（
五
〇
・
三
→
一
七
・
五
）や
、初
妊
牛
価

格
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
中
で
初
妊
牛

―2017年下半期 農業景況調査―

図１　農業景況DI天気図 
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(北海道)

酪農
(都府県)

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー

20.0

▲4.9

23.6

▲17.6

14.7

26.3

11.1

25.6

11.8

1.1

57.6

52.2

50.3

26.2

40.8

27.4

21.2

39.7

10.3

34.8

7.5

15.0

26.5

21.8

▲10.6

▲2.5

44.8

12.6

17.5

59.4

32.7

55.3

8.6

▲10.9

▲1.0

8.9

21.5

27.8

21.8

26.5

17.9

27.5

25.2

13.5

▲3.7

7.5

▲18.2

23.2

［DI値とお天気マークの関係］

※天気図の見方については、レポートの最後に記載
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図２　収支ＤＩ、資金繰りＤＩ、販売単価ＤＩ、生産コストＤＩの推移

の
外
部
導
入
率
が
高
く
、収
支
・
資
金
繰

り
の
悪
化
が
目
立
つ
酪
農（
都
府
県
）

（
五
二
・
二
→
一
二
・
六
）は
大
幅
に
悪

化
し
ま
し
た
。

　

酪
農（
北
海
道
）（
五
七
・
六
→
四
四
・

八
）や
採
卵
鶏（
四
〇
・
八
→
三
二
・
七
）

は
依
然
高
水
準
に
あ
る
も
の
の
、Ｄ
Ｉ

値
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

　
設
備
投
資
の
動
機
は「
省
力
化
」

　

二
〇
一
八
年
の
農
業
全
体
の
設
備
投

資
見
込
み
Ｄ
Ｉ
は
▲
六
・
八
と
な
り
ま

し
た
。一
七
年（
三
・
六
）か
ら
一
〇
・
四

ポ
イ
ン
ト
低
下
も
、最
近
五
年
の
中
で

は
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
３
）。

　

投
資
に
踏
み
切
る
主
な
動
機
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ（
複
数
回
答
可
）、「
省

力
化
・
効
率
化
」（
七
〇
・
〇
％
）、「
周
辺

農
家
の
離
農
に
よ
る
農
地
な
ど
の
経
営

資
源
の
受
け
入
れ
」（
四
一
・
四
％
）の
回

答
割
合
が
高
く
な
り
ま
し
た（
図
４
）。

自
ら
の
経
営
改
善
を
図
る
一
方
、農
業

構
造
の
変
化
に
伴
い
対
応
が
必
要
な
状

況
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

収支DI 資金繰りDI 販売単価DI 生産コストDI
2016年 2017年 2016年 2017年 2016年 2017年 2016年 2017年

農業全体

耕
　
種

畜
　
産

稲作
(北海道)

稲作
(都府県)

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

施設花き

キノコ
酪農

(北海道)
酪農

(都府県)

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー

16.7

▲13.7

23.8

▲24.7

13.1

20.3

8.1

19.3

9.1

▲1.0

57.0

48.4

48.6

19.1

44.8

29.1

14.7

43.0

2.2

28.1

▲0.9

5.6

25.8

12.0

▲24.6

▲3.8

36.8

1.7

7.0

57.9

31.9

55.3

15.5

▲2.5

13.5

▲3.3

14.2

19.8

4.3

14.7

7.3

1.0

45.7

42.1

34.6

32.4

44.8

29.1

15.5

23.8

7.3

23.3

2.7

11.5

20.2

8.6

▲5.9

7.5

36.3

16.4

16.9

55.6

31.1

50.0

26.1

19.9

33.4

▲3.5

16.5

26.0

▲1.3

34.9

7.3

▲18.2

79.3

50.7

76.4

▲15.1

▲12.0

▲9.7

24.3

54.4

36.0

▲2.1

▲7.8

8.7

18.1

28.0

▲28.6

▲11.3

67.8

14.4

17.1

63.6

1.7

37.5

▲19.1

▲24.2

▲11.5

▲32.6

▲28.9

▲26.5

▲11.1

▲31.3

▲21.9

▲22.4

▲4.9

▲0.7

▲37.3

16.9

11.2

▲4.8

▲25.2

▲18.8

▲11.2

▲28.4

▲40.0

▲39.9

▲32.2

▲37.3

▲48.6

▲28.8

▲35.2

▲32.9

▲41.3

12.1

▲12.0

▲16.1

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

農業全体

稲作(北海道)

稲作(都府県)

▲21.1

▲20.7

▲7.8

▲24.9

▲17.8

▲28.5

▲35.6

▲32.9

▲44.7

▲14.0

▲44.5

▲28.3

▲27.0

▲1.5

▲20.5

▲22.4

▲31.1

▲47.9

▲35.1

▲25.6

▲30.4

▲30.8

▲39.4

▲36.6

▲47.4

▲26.8

▲27.2

▲14.4

▲17.8

11.8

▲7.1

▲4.5

▲12.8

▲11.8

▲9.9

0.2

▲16.2

▲22.9

▲43.7

▲23.6

▲43.8

▲10.3

▲16.0

▲23.4

▲0.3

8.7

8.0

11.5

3.6

▲2.8

7.0

8.2

1.6

▲7.4

▲8.6

▲9.0

▲17.8

▲5.4

7.4

16.0

13.6

24.2

22.6

19.4

▲6.8

▲9.6

▲0.4

6.4

▲10.8

▲19.6

▲19.0

▲33.0

▲38.4

▲13.6

▲7.8

▲1.2

▲7.6

16.0

22.4

3.6

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

施設花き

キノコ

酪農(北海道)

酪農(都府県)

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー

図３　設備投資見込みＤＩ

耕
　
種

畜
　
産
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耕
　
種

畜
　
産

農業全体

稲作(北海道)

稲作(都府県)

70.0

72.7

68.4

81.0

66.9

61.9

80.3

67.8

58.9

78.1

66.4

69.0

65.4

73.3

77.5

79.3

41.4

49.4

54.7

38.2

46.7

37.1

24.6

41.5

32.1

21.9

33.6

31.0

34.0

15.0

2.8

6.9

18.7

12.4

17.9

18.3

14.5

22.3

14.8

21.2

17.9

9.4

22.1

31.0

28.3

20.0

19.7

10.3

7.0

4.6

8.0

3.4

7.4

5.4

3.3

15.3

3.6

34.4

5.7

2.6

9.4

3.3

11.3

3.4

6.6

5.7

4.0

8.0

5.4

3.5

1.6

4.2

1.8

3.1

14.8

9.5

12.0

24.2

1.4

3.4

23.1

21.8

19.8

16.8

24.8

32.2

18.0

22.0

35.7

18.8

19.7

18.1

24.1

28.3

39.4

41.4

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

施設花き

キノコ

酪農(北海道)

酪農(都府県)

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー

省力化・効率化
周辺農家の離農による
農地などの経営資源の

受け入れ
農業政策による

後押し ６次産業化 輸入自由化対応
（TPP・EPAなど） その他

図４　設備投資の目的
（％）

ま
す
。な
お
、「
農
業
政
策
に
よ
る
後
押

し
」（
一
八・七
％
）、「
六
次
産
業
化
」（
七・

〇
％
）、「
輸
入
自
由
化
対
応
」（
六・六
％
）

と
い
っ
た
回
答
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、稲
作
や
露
地
野

菜
と
い
っ
た
土
地
利
用
型
の
業
種
で
は

「
周
辺
農
家
の
離
農
に
よ
る
農
地
な
ど

の
経
営
資
源
の
受
け
入
れ
」の
割
合
が

多
く
、ま
た
、キ
ノ
コ
や
果
樹
と
い
っ
た

加
工
に
向
い
て
い
る
業
種
で
は「
六
次

産
業
化
」の
割
合
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
先
行
き「
不
安
」見
通
し
も

　

農
業
全
体
の
景
況
Ｄ
Ｉ
の
二
〇
一
八

年
通
年
見
通
し
は
、一
七
年（
二
一
・
二
）

よ
り
一
二
・
六
ポ
イ
ン
ト
低
い
八
・
六
と

な
り
ま
し
た（
図
１
）。

　

稲
作（
北
海
道
：
三
九
・
七
→
▲
一
〇
・

九
、都
府
県
：
一
〇
・
三
→
▲
一
・
〇
）は

価
格
の
先
行
き
不
透
明
感
か
ら
悪
化
し
、

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
見
通
し
で
す
。生

産
者
か
ら
は「
先
行
き
が
不
安
」「
米
価

の
先
が
見
え
な
い
」と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。畑
作（
三
四
・
八
→
八
・

九
）や
茶（
二
六
・
五
→
二
一
・
八
）も
悪

化
し
、慎
重
な
見
通
し
で
す
。

　

採
卵
鶏（
三
二
・
七
→
▲
一
八
・
二
）や

肉
用
牛（
一
七
・
五
→
▲
三
・
七
）が
大
幅

に
悪
化
し
て
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
り
、養
豚

（
五
九
・
四
→
七
・
五
）も
大
幅
に
悪
化
す

る
見
通
し
で
す
。こ
れ
は
、価
格
の
先
行

き
を
懸
念
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。ブ

ロ
イ
ラ
ー（
五
五
・
三
→
二
三
・
二
）や
酪

農（
北
海
道
）（
四
四
・
八
→
二
五
・
二
）も

慎
重
な
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
方
、キ
ノ
コ（
▲
二
・
五
→
二
七
・

五
）や
施
設
花
き（
▲
一
〇
・
六
→
一
七
・

九
）は
大
幅
に
Ｄ
Ｉ
値
が
上
昇
し
、露
地

野
菜（
七
・
五
→
二
一
・
五
）や
施
設
野

菜（
一
五
・
〇
→
二
七
・
八
）、果
樹（
二

一
・
八
→
二
六
・
五
）も
改
善
の
見
通
し

で
す
。一
七
年
の
天
候
不
順
に
よ
る
景

況
悪
化
か
ら
、価
格
や
生
産
の
回
復
を

見
越
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査
結
果

　
大
規
模
ほ
ど
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
の
傾
向

　

農
業
の
安
全
生
産
の
証
明
と
も
い
え

る
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得

し
て
い
る（
四
・
一
％
）」と「
都
道
府
県

や
Ｊ
Ａ
な
ど
が
策
定
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ（
以

下
、自
治
体
な
ど
Ｇ
Ａ
Ｐ
）に
取
り
組
ん

で
い
る（
一
九
・
八
％
）」を
合
わ
せ
た

二
割
強
の
経
営
体
が
、Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
図
５
）

　

売
り
上
げ
規
模
別
で
は
、経
営
規
模

が
大
き
く
な
る
ほ
ど
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取

得
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
感
じ
た
効
果
や
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
し
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︻
調
査
概
要
︼

⃝

調
査
時
点
・
方
法

　

二
〇
一
八
年
一
月
・
郵
送
調
査

⃝

調
査
対
象

　

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金

　

融
資
先（
計
二
万
一
三
三
六
先
）

⃝

有
効
回
答
数

　

六
七
一
一
先（
回
収
率
三
一
・
五
％
）

︻
天
気
図
の
見
方
に
つ
い
て
︼

⃝

天
気
図
は
Ｄ
Ｉ（D

iffusion Index

）と
呼

ば
れ
る
指
標
に
よ
り
作
成
。

⃝

ア
ン
ケ
ー
ト
の
各
項
目
へ
の
回
答
は
、「
①
良

く
な
っ
た 

②
変
わ
ら
な
い 

③
悪
く
な
っ

た
」か
ら
一
つ
選
ぶ
形
式
と
な
っ
て
お
り
、Ｄ

Ｉ
は
、前
年
と
比
較
し
て「
良
く
な
っ
た
」の

構
成
比
か
ら「
悪
く
な
っ
た
」の
構
成
比
を

差
し
引
い
た
も
の
。

⃝

Ｄ
Ｉ
値
に
二
・
五
以
上
の
差
異
が
あ
る
場
合

は
、上
向
き
ま
た
は
下
向
き
矢
印
。二・
四
以

内
の
場
合
は
平
行
矢
印
。

食品事故の
予防

49.7

55.8

48.4

45.1

43.8

45.4

44.6

57.5

41.8

40.6

46.4

39.4

25.9

46.8

21.4

22.1

25.8

21.3

17.2

38.2

12.7

11.4

15.9

10.4

8.3

10.7

7.8

環境保全への
貢献

農作業事故の
予防

販路の
維持・拡大

労働環境の
改善

売り上げの
向上

従業員の
自主性向上

不良在庫の
削減 その他

全 体（n=1,300）

GAP認証を取得している
経営体（n=233）

都道府県やJAなどが策定した
GAPに取り組んでいる経営体

（n=1,067）

図５　ＧＡＰの取り組みについて

（n＝6,187）

図７　ＧＡＰ認証の取得について

図６　ＧＡＰの取り組みによって感じた効果、メリット

ＧＡＰ認証を取得
している
4.1％

都道府県やＪＡな
どが策定したＧＡＰ
に取り組んでいる
19.8％

GAPは知ってい
るが、認証を取得
していない
50.8％

GAPを知らない
25.3％

全体

個人

法人

0 20 40 60 80 100
（％）

（％）

た
と
こ
ろ
、「
食
品
事
故
の
予
防
」（
四

九
・
七
％
）が
最
多
と
な
り
、次
い
で「
環

境
保
全
へ
の
貢
献
」（
四
五
・
一
％
）、「
農

作
業
事
故
の
予
防
」（
四
四
・
六
％
）の
順

に
な
り
ま
し
た（
図
６
）。

　
「
販
路
の
維
持・拡
大
」（
四
〇・六
％
）」

と「
売
り
上
げ
の
向
上
」（
二
二
・
一
％
）」

も
一
定
の
回
答
割
合
と
な
っ
て
お
り
、

収
益
へ
の
直
接
的
な
効
果
を
実
感
し
て

い
る
経
営
体
も
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

ま
た
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
て
い

る
経
営
体
」と「
都
道
府
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど

が
策
定
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
ん
で
い

る
経
営
体
」を
比
較
し
ま
し
た
。す
る

と
、Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
て
い
る
経

営
体
の
方
が
、特
に「
労
働
環
境
の
改

善
」や「
従
業
員
の
自
主
性
向
上
」と

い
っ
た
組
織
運
営
の
改
善
、ま
た「
農
作

業
事
故
の
予
防
」に
よ
る
経
営
リ
ス
ク

の
低
減
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
強

く
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
知
者
の
三
割
が
取
得
意
向

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
て
い
な
い
経

営
体（
Ｇ
Ａ
Ｐ
非
認
知
者
除
く
）を
対
象

に
、今
後
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
予
定

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ

Ｐ
を
今
後
取
得
す
る
」（
一
三
・
三
％
）、

「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
／
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
今

後
取
得
す
る
」（
一
八
・
八
％
）を
合
わ
せ

た
三
割
強
が
、今
後
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取

得
す
る
意
向
を
示
し
ま
し
た（
図
７
）。

　

一
方
で
、半
数
近
い
経
営
体（
四
五
・

七
％
）が「
今
後
も
取
得
す
る
つ
も
り
は

な
い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。そ
の
理
由

に
つ
い
て
は
、「
コ
ス
ト
が
掛
か
る
」「
売

り
上
げ
に
つ
な
が
ら
な
い
」「
認
証
取
得

の
必
要
性
を
感
じ
な
い
」と
の
回
答
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
普
及
は
農
政
上
の
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
す
が
、普
及
に
あ
た
っ
て

は
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て

丁
寧
な
情
報
提
供
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
企
画
部　

落
合 

智
仁
）

グローバルGAPを今後取得する
ASIAGAP/JGAPを今後取得する
今後も取得するつもりはない
その他

13.3

13.0

13.7 24.8 37.4 24.1

15.8 49.8 21.4

18.8 45.7 22.3
32.1
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再
建
は
平
飼
い
鶏
舎
の
卵

取
引
先
か
ら
の
注
文
に

再
起
を
待
っ
て
く
れ
て
い
た
、と

う
れ
し
涙
が

ド
ォ
ー
ッ
と
あ
ふ
れ
ま
し
た

物
価
の
優
等
生
と
言
わ
れ
、戦
後
日
本
人
の
健
康
面
か

ら
も
支
え
て
き
た
貴
重
な
食
材
の
卵
。有
機
食
材
を

扱
う
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
養
鶏
農
家
へ
転
職
。六
次
産
業
化

へ
取
り
組
む
方
向
に
も
心
が
動
い
た
。食
を
通
じ
て
日

本
の
未
来
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
目
指
す
。

関 

美
絵
子株

式
会
社
芦
田
ポ
ー
ト
リ
ー

兵
庫
県
丹
波
市

さ
ん



20　AFCフォーラム 2018・6

入
社
直
後
の
惨
事
を
乗
り
越
え

　

二
〇
一
四
年
八
月
、福
知
山
市
か
ら
丹
波
市
に
及

ぶ
一
帯
を
豪
雨
が
襲
っ
た
。芦
田
ポ
ー
ト
リ
ー
で
は
、

約
四
〇
〇
〇
羽
の
鶏
が
飼
わ
れ
て
い
た
全
て
の
平

飼
い
鶏
舎
が
浸
水
す
る
惨
事
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

止
ま
り
木
に
避
難
し
て
い
た
鶏
を
何
と
か
救
出

し
よ
う
と
し
た
が
、困
難
を
極
め
た
。そ
れ
で
も
代

表
取
締
役
社
長
の
芦
田
昭
也
さ
ん（
五
五
歳
）と
従

業
員
は
、鶏
舎
に
入
っ
た
。鶏
に
こ
び
り
つ
い
た
泥

は
な
か
な
か
落
ち
ず
、見
る
見
る
う
ち
に
弱
っ
て
い

く
。芦
田
さ
ん
は
弱
っ
た
鶏
た
ち
の
首
を
絞
め
る
と

い
う
苦
渋
の
決
断
を
下
し
た
。元
気
な
鶏
た
ち
を
一

輪
車
に
乗
せ
、崩
れ
か
け
た
橋
を
渡
っ
て
は
、運
び

出
す
作
業
を
繰
り
返
し
た
。

　

入
社
し
て
わ
ず
か
一
カ
月
た
っ
た
ば
か
り
の
関

美
絵
子
さ
ん（
四
五
歳
）に
と
っ
て
経
験
の
な
い
こ

と
ば
か
り
だ
っ
た
。「
社
長
が『
行
く
で
』と
前
し
か

向
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、つ
い
て
い
く
し
か
な
い

と
思
い
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

　
一
週
間
後
、家
畜
衛
生
保
健
所（
家
保
）が
救
援
に

訪
れ
た
。ト
ー
タ
ル
一
〇
日
間
か
け
て
鶏
た
ち
を
別

の
鶏
舎
へ
移
動
さ
せ
た
。「
防
護
服
を
着
た
家
保
の

人
た
ち
を
見
た
瞬
間
、ほ
っ
と
し
て
泣
け
て
き
た
。

で
も
、こ
の
経
験
が
私
を
強
く
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

芦
田
ポ
ー
ト
リ
ー
は
約
六
〇
年
続
く
卵
の
卸
業

者
だ
。か
つ
て
丹
波
地
方
に
は
、一
〇
〇
～
三
〇
〇

羽
を
平
飼
い
し
、自
家
配
合
の
餌
を
与
え
る
養
鶏
農

家
が
点
在
し
て
い
た
。健
康
に
育
っ
た
鶏
の
卵
を
求

め
る
消
費
者
団
体
と
養
鶏
農
家
を
取
り
次
い
だ
。

　

し
か
し
、時
代
の
流
れ
に
は
逆
ら
え
ず
、離
農
す

る
養
鶏
農
家
が
一
つ
、二
つ
と
増
え
て
い
っ
た
。そ
う

し
た
農
家
か
ら「
養
鶏
を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
」と

芦
田
さ
ん
は
頼
ま
れ
た
。一
九
九
〇
年
、二
八
歳
の

と
き
に
一
念
発
起
し
て
養
鶏
業
を
営
む
こ
と
に
し

た
。す
る
と
次
々
と
同
様
の
依
頼
が
舞
い
込
み
、平

飼
い
四
〇
〇
〇
羽
、ゲ
ー
ジ
飼
い
一
万
羽
と
い
う
規

模
に
な
っ
た
。や
が
て
、自
社
で
生
産
し
た
卵
を
全

て
自
社
で
販
売
す
る
仕
組
み
が
完
成
し
た
。

　

二
〇
〇
七
年
以
降
の
飼
料
高
騰
に
危
機
感
を
覚

え
た
芦
田
さ
ん
は
、経
営
の
安
定
を
目
指
し
、六
次

産
業
化
に
か
じ
を
切
る
。自
前
の
施
設
を
建
て
、卵

を
使
っ
た
プ
リ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
を
生

み
出
し
た
。一
三
年
、六
次
産
業
化・地
産
地
消
法
に

基
づ
く「
総
合
化
事
業
計
画
」の
認
定
を
受
け
た
。豪

雨
の
被
害
を
受
け
た
の
は
、加
工
施
設
の
増
設
お
よ

び
直
売
所
の
建
設
を
進
め
よ
う
と
し
た
直
後
だ
。

地
域
の
魅
力
が
伝
わ
る
加
工
品
を
開
発

　

美
絵
子
さ
ん
は
有
機
食
材
を
扱
う
流
通
業
者
の

バ
イ
ヤ
ー
だ
っ
た
。芦
田
ポ
ー
ト
リ
ー
は
取
引
先
の

一
つ
だ
。「
六
次
産
業
化
に
本
格
的
に
取
り
組
む
」と

芦
田
さ
ん
か
ら
聞
い
た
美
絵
子
さ
ん
は
六
次
化
へ

の
興
味
も
あ
り
、自
ら
入
社
を
志
願
し
た
。

　

し
か
し
、豪
雨
の
被
害
で
事
態
は
急
変
し
た
。被

災
し
た
鶏
舎
は
解
体
す
る
こ
と
に
な
り
、再
建
に
資

金
を
集
中
す
る
こ
と
に
。加
工
施
設
増
設
の
計
画
は

中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

平
飼
い
の
新
鶏
舎
を
建
て
る
た
め
の
敷
地
は
前

よ
り
も
狭
く
、飼
養
羽
数
は
四
分
の
一
に
な
っ
た
。

し
か
も
ひ
な
が
育
ち
、卵
を
産
む
ま
で
の
間
、ゲ
ー

ジ
飼
い
鶏
の
卵
し
か
出
荷
で
き
な
い
。出
荷
量
が
少

p19：芦田昭也さんと関美絵子さん　p20：抱く鶏は、卵も肉もおい
しい卵肉兼用品種「岡崎おうはん」。岡崎おうはんの肉を使ったソー
セージも製造・販売する（右）　ポストハーベストフリー、非遺伝子組
換のトウモロコシや大豆粕が主原料の安全な餌で育つ鶏たち（左上）　
こちらの品種は「ボリスブラウン」（左下右）　鶏ふん、コーヒー粕、山
の腐葉土からなる堆肥の販売も広げたいという美絵子さん（左下左）
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な
い
間
、収
益
を
別
方
法
で
確
保
す
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
っ
た
。芦
田
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
美
絵
子
さ

ん
は
卵
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
加
工
品
も
見
直
し

た
。

　

同
社
の
平
飼
い
卵
は
、運
動
場
付
き
の
開
放
鶏
舎

で
の
ん
び
り
と
健
康
的
に
育
て
ら
れ
て
い
る
。そ
の

割
に
ゲ
ー
ジ
飼
い
の
卵
と
の
価
格
差
は
わ
ず
か

だ
っ
た
。そ
こ
で
平
飼
い
卵
に
は『
幸
世
村
の
平
飼

い
卵
』と
い
う
名
前
を
付
け
、販
売
価
格
を
見
直
し

た
。幸
世
村
と
は
事
務
所
の
あ
る
氷
上
町
を
含
む
地

域
の
旧
村
名
。「
社
長
が
口
癖
の
よ
う
に
、地
域
で
お

世
話
に
な
っ
た
人
々
に
恩
返
し
し
た
い
、と
言
う
の

で
す
。そ
れ
な
ら
ば
と
、か
つ
て
の
村
名
を
冠
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
」。飼
養
羽
数
が
減
っ
た
分
、一
羽

ず
つ
に
よ
り
手
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
伝
え
、取
引
先
と
の
値
上
げ
交
渉
を
し
た
と
こ
ろ
、

ほ
ぼ
納
得
し
て
も
ら
え
た
。

　

加
工
品
も
全
面
的
に
見
直
し
た
。氷
上
町
を
含
む

丹
波
地
方
に
は
、有
機
農
業
に
取
り
組
む
生
産
者
が

多
く
、良
い
素
材
の
も
の
が
多
く
あ
る
。こ
の
魅
力

を
活
か
さ
な
い
手
は
な
い
。プ
リ
ン
に
は
自
社
平
飼

い
の
卵
に
加
え
、低
温
殺
菌
の
ノ
ン
ホ
モ
ジ
ナ
イ
ズ

牛
乳
を
使
い
、試
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
滑
ら
か
な

食
感
の
プ
リ
ン
に
仕
上
げ
た
。卵
と
こ
の
牛
乳
は
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
に
も
使
わ
れ
る
。プ
レ
ー
ン
味
だ
け

で
な
く
、丹
波
産
黒
豆
か
ら
作
っ
た
き
な
こ
を
混
ぜ

た「
黒
豆
き
な
こ
味
」も
商
品
化
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
、つ
い
に
再
建
し
た
平
飼
い
鶏
舎
で

育
っ
た
鶏
の
卵
の
出
荷
を
再
開
す
る
。主
要
取
引
先

の
一
つ
で
、産
直
の
野
菜
、果
物
な
ど
を
宅
配
す
る

関
西
よ
つ
ば
連
絡
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
第
一
面
に

大
き
く
、芦
田
ポ
ー
ト
リ
ー
の
卵
と
加
工
品
が
紹
介

さ
れ
た
。「
も
の
す
ご
い
ペ
ー
ス
で
注
文
が
来
ま
し

た
。中
で
も
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
は
一
週
間
で
八
〇
〇

個
。再
起
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
か
と
思
う
と
、

目
か
ら
ド
ォ
ー
ッ
と（
涙
が
）こ
ぼ
れ
ま
し
た
」と
目

を
潤
ま
せ
る
。

私
が
理
解
し
、食
べ
る
人
に
伝
え
た
い

　

以
前
は
、テ
レ
ビ
番
組
の
ネ
タ
を
探
し
た
り
、基

礎
調
査
を
し
た
り
す
る
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
活

躍
し
た
美
絵
子
さ
ん
。と
り
わ
け
、興
味
を
持
っ
た

の
は
食
材
の
リ
サ
ー
チ
だ
っ
た
。文
献
を
調
べ
、電

話
で
生
産
者
と
話
す
う
ち
、「
作
り
手
と
話
し
で
き

る
時
間
が
も
の
す
ご
く
楽
し
い
」と
感
じ
た
。

　

リ
サ
ー
チ
ャ
ー
の
仕
事
か
ら
離
れ
た
後
も
、食
や

作
り
手
に
対
す
る
思
い
は
募
り
、「
食
を
通
じ
、日
本

の
未
来
を
考
え
ら
れ
る
仕
事
に
就
き
た
い
」と
思
っ

た
。そ
れ
と
同
時
に「
一
次
産
業
の
こ
と
を
知
り
た

い
」と
の
思
い
が
強
ま
り
、バ
イ
ヤ
ー
の
道
を
選
ん

だ
。取
引
の
あ
る
産
地
を
訪
ね
、生
産
者
と
頻
繁
に

情
報
交
換
を
し
た
。農
業
、農
村
が
持
つ
魅
力
を
感

じ
、よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

　
「
バ
イ
ヤ
ー
時
代
、プ
リ
ン
を
作
っ
た
と
い
う
芦

田
さ
ん
に
、原
価
や
希
望
販
売
価
格
を
尋
ね
る
と

『
分
か
ら
ん
』と
言
わ
れ
て
驚
き
ま
し
た（
笑
）。大
事

な
こ
と
な
の
だ
け
ど･･･

。そ
れ
で
も
作
る
こ
と
が

好
き
で
、ま
ず
作
っ
て
し
ま
う
の
も
農
家
さ
ん
ら
し

い
と
こ
ろ
で
す
」

　

興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
看
過
せ
ず
、自
ら
動
い
て

理
解
を
深
め
て
い
く
。美
絵
子
さ
ん
は
驚
く
ほ
ど
の

行
動
力
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
も
し
、私
が
農
業
や
農
家
の
こ
と
を
も
っ
と
深

く
理
解
で
き
れ
ば
、消
費
者
に
魅
力
を
し
っ
か
り
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
」
―
―
。六
次
化
へ
の
興
味
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、こ
の
強
い
想
い
を
胸
に
生
産
現

場
に
飛
び
込
ん
だ
。

　

入
社
し
て
約
四
年
。鶏
舎
の
管
理
、加
工
品
作
り

な
ど
現
場
を
経
験
し
、今
は
、加
工
品
の
飲
食
店
へ

の
売
り
込
み
、経
営
管
理
な
ど
の
仕
事
を
主
に
行
っ

て
い
る
。芦
田
さ
ん
も「
よ
う
頑
張
っ
と
る
」と
目
を

細
め
る
。さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
美
絵
子

さ
ん
に
、生
産
現
場
に
根
を
生
や
す
つ
も
り
か
ど
う

か
聞
い
た
。「
私
が
こ
こ
に
い
る
意
味
が
あ
る
以
上

や
り
続
け
ま
す
」と
答
え
て
く
れ
た
。　
　
　

   

（
青
山 

浩
子
／
文
、河
野 

千
年
／
撮
影
）

芦田ポートリー URL…https://ashidapoultry.jimdo.com/

「卵のこと、丹波のこと、農業をどう伝えていくかで頭がいっぱい」と言う美絵子さん（上）　
スタッフは総勢10人。アイドルでもある山羊のメイは皆にかわいがられている（下）
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私の最善の食事

人間性脳科学研究所 所長
武蔵野学院大学・大学院 教授

澤口 俊之
さわぐち としゆき
1959年東京都生まれ。脳科学者。高次脳機能の研究に長年
従事し、近年は幅広い年齢層の脳育成を目指す「脳育成学」
を創設・発展させている。脳に関する著書多数。フジテレビ

「ホンマでっか!? TV」、NHK「所さん! 大変ですよ」など、TV
番組にも出演。

　

脳
は
人
生
に
深
く
関
わ
る
臓
器
で
す
。脳
の
働
き
が
良
け
れ
ば
身
体
も
健
康
で
、

社
会
的
に
成
功
し
、長
生
き
も
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
ほ
ど
重
要
な
脳
の
重
さ
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

一・二
～
一・三
㌔
グ
ラ

ム
ほ
ど
で
、体
重
の
約
二
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、全
血
液
の

二
〇
％
が
脳
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
に
こ
ん
な
に
も
血
液
が
流
れ
て
い
る
理
由
は
、酸
素
と
栄
養
が
常
に
必
要
だ

か
ら
で
す
。そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
、食
生
活
は
脳
に
と
て
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。良
い
食
生
活
に
よ
っ
て
脳
の
働
き
が
良
く
な
る
の
は
当
然
で
す
が
、高
齢
者
に

お
い
て
は
脳
の
老
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。認
知
症
予
防
の「
要
」も
、良

い
食
生
活
で
す
。

　

で
は
、ど
ん
な
食
生
活
が
脳
に
と
っ
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

膨
大
な
科
学
的

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
が
、答
え
は
ご
く
シ
ン
プ
ル
で
す
。そ
れ
は
、好
き
な
よ
う
に

食
べ
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
○
○
は
脳
に
良
い
」「
×
×
は
脳
に
悪
い
」と
い
っ
た
こ
と
を
話
す
の
は
脳
科
学

者
の
私
と
し
て
は
容
易
で
す
し
、詳
細
に
書
け
ば
一
冊
の
本
に
な
る
ほ
ど
で
す
。た

だ
、こ
こ
で
あ
え
て
そ
ん
な
話
を
し
な
い
の
は
、脳
の
働
き
が
良
好
な
ら
ば
食
生
活

も
良
く
、食
生
活
が
良
好
な
ら
脳
も
良
い
、と
い
う
関
係
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

良
好
な
脳
は「
自
分
」の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
す
。そ
の
た
め
、そ
の

時
々
の
自
分
の
状
態
に
合
っ
た
も
の
を
適
切
に
食
べ
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
脳
に
は
、詳
細
な
科
学
的
デ
ー
タ
な
ど
不
要
で
す
。「
良
く
な
い
脳
」に
は

正
し
い
デ
ー
タ
を
伝
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
が
、そ
ん
な
脳
に
は
何
を
言
っ
て
も
無

駄
な
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
仕
事
柄
、脳
が
良
好
と
思
え
る
人
に
た
く
さ
ん
会
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の

方
々
は
雑
多
な
フ
ェ
イ
ク
情
報（
多
い
！
）に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、好
き
な

よ
う
に
食
べ
て
い
ま
す
。

　

か
く
言
う
私
は
、や
は
り
、好
き
な
よ
う
に
食
べ
て
い
ま
す
。た
だ
、「
幼
少
期
の

食
生
活
が
成
人
以
降
の
食
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
」と
い
う
科
学
的
デ
ー

タ
通
り
、子
ど
も
の
頃
に
よ
く
食
べ
て
い
た「
駄
菓
子（
失
礼
な
言
い
方
だ
と
私
的

に
は
思
っ
て
い
ま
す
が
…
）」を
今
で
も
多
食
し
て
い
ま
す
。私
の
頭
の
悪
さ
は
そ

の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
、い
え
、駄
菓
子
だ
っ
て
良
い
栄
養
素
の
宝
庫
な
の

で
、そ
の
せ
い
で
は
な
い
と
思
い
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

フォーラムエッセイ
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運
送
業
か
ら
農
業
に
参
入

　
「
物
流
と
い
う
切
り
口
で
道
を
切
り

開
い
て
き
ま
し
た
」と
語
る
の
は
、運
送

業
経
営
の
傍
ら
農
業
に
参
入
し
た
株
式

会
社
オ
キ
ス
の
代
表
取
締
役
、岡
本
孝

志
さ
ん（
五
七
歳
）だ
。

　

現
在
、借
地
を
含
め
た
一
〇
〇
㌶
の
自

社
ほ
場
で
青
汁
の
原
料
と
な
る
大
麦
若

葉
、ケ
ー
ル
、ア
シ
タ
バ
な
ど
を
生
産
。こ

れ
ら
の
他
、（
一
〇
〇
㌶
規
模
）連
携
農
家

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
買
い
取
っ
て

乾
燥
加
工
し
販
売
し
て
い
る
。展
開
す
る

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
主
力
商
品
に
、大
隅
半

島
の
特
産
・
ゴ
ボ
ウ
を
使
っ
た
乾
燥
さ
さ

が
き
ご
ぼ
う
や
桜
島
溶
岩
で
焙
煎
し
た

ご
ぼ
う
茶
な
ど
が
あ
る
。業
務
用
と
し
て

は
、青
汁
の
原
料
と
な
る
乾
燥
大
麦
若

葉
や
生
姜
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

オ
キ
ス
の
設
立
は
二
〇
〇
六
年
と
比

較
的
新
し
い
。農
業
に
参
入
し
た
き
っ
か

け
は
、運
送
業
で
の
空
き
ト
ラ
ッ
ク
の
有

効
活
用
と
し
て
野
菜
に
目
を
付
け
た
こ

と
だ
っ
た
と
い
う
。岡
本
さ
ん
が
代
表
を

務
め
る
株
式
会
社
岡
本
産
業（
鹿か

の

屋や

市

に
本
社
）は
林
材
の
運
送
に
長
年
携
わ
っ

て
い
た
が
、一
九
九
八
年
に
鹿
児
島
市
内

に
営
業
所
を
開
き
、県
内
で
家
電
を
配

送
す
る
事
業
を
始
め
た
。

　

中
で
も
鹿
児
島
市
か
ら
大
隅
半
島
へ

の
配
送
は
鹿
児
島
湾
を
回
り
込
む
た
め
、

最
南
端
の
佐
多
岬
ま
で
往
復
す
る
と
福

岡
ま
で
の
距
離
と
変
わ
ら
な
い
。荷
を
降

ろ
し
た
後
、何
か
積
ん
で
帰
ら
な
い
と
赤

字
が
解
消
さ
れ
な
い
が
、積
む
よ
う
な
工

業
製
品
は
見
当
た
ら
な
い
。し
か
し
大
隅

半
島
は
農
業
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
に
気

が
付
い
た
。そ
こ
で
、豊
富
に
あ
る
新
鮮

野
菜
を
集
荷
し
、鹿
児
島
市
内
に
持
ち

帰
り
販
売
し
始
め
た
。

　
軽
量
化
で
輸
送
を
効
率

　

や
が
て
東
京
に
も
販
売
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。志
布
志
湾
の
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

ま
で
自
社
ト
ラ
ッ
ク
で
運
送
し
、別
の
運

送
業
者
に
委
託
し
た
。温
暖
な
気
候
で

旬
の
野
菜
を
早
く
届
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
重
宝
さ
れ
た
。と
こ
ろ
が
東
京
近
郊
の

野
菜
が
出
回
る
時
期
に
な
る
と
買
っ
て

も
ら
え
な
く
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、野
菜
自
体
に
価
格
差
は
な

い
の
で
、遠
い
鹿
児
島
か
ら
の
運
送
コ
ス

ト
が
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
と
な
っ
た
。「
自

分
た
ち
が
高
め
ら
れ
る
野
菜
の
価
値
は

な
ん
だ
ろ
う
か
。運
送
コ
ス
ト
を
下
げ
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」。岡

本
さ
ん
は
必
死
に
考
え
、そ
し
て
た
ど
り

着
い
た
答
え
は
、品
質
の
良
い
野
菜
を
乾

燥
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

野
菜
の
九
五
％
は
水
分
だ
。野
菜
を

乾
燥
さ
せ
て
水
分
を
除
け
ば
、容
量
も

自社農園で「想
4

いをき
4

っと素
4

敵に咲かせましょう、が社名
の由来の一つ」と岡本さんは話す

経営紹介

乾燥野菜に着目、業績上げる
物流整備こそ成功への近道

鹿児島県鹿屋市

　　創業●2006年
　資本金●1,000万円
　売上高●5億1,000万円（2016年度）
事業内容●野菜生産、健康食品の原料となる乾燥野菜や
　　　　　パウダーなどに加工、販売
　社員数●社員22人、パート従業員7人
　　URL●http://www.oks.cc/

株式会社 オキス
代表取締役社長　岡本 孝志
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経営紹介

重
量
も
少
な
く
な
る
。ト
ラ
ッ
ク
二
〇
台

で
運
ん
で
い
た
も
の
が
計
算
上
で
は
一

台
で
済
ん
で
し
ま
う
。「
熊
本
地
震
の
と

き
に
被
災
地
へ
炊
き
込
み
御
飯
用
の
乾

燥
野
菜
パ
ッ
ク
七
〇
〇
〇
食
分
を
鹿
児

島
か
ら
運
び
ま
し
た
が
、女
性
社
員
二
人

が
乗
用
車
一
台
で
持
ち
込
め
た
く
ら
い

で
す
」と
岡
本
さ
ん
は
語
っ
て
い
る
。し

か
も
栄
養
成
分
や
味
が
凝
縮
し
、付
加

価
値
が
付
き
単
価
も
上
が
る
。

　

岡
本
さ
ん
は
、二
〇
〇
六
年
か
ら
原
料

と
な
る
野
菜
の
生
産
を
開
始
す
る
。翌

年
に
は
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
を
活

用
し
た
野
菜
処
理
加
工
施
設
を
整
備
、

乾
燥
加
工
を
始
め
た
。

　
全
て
の
野
菜
と
人
を
活
か
す

　

生
産
す
る
野
菜
は
、乾
燥
加
工
す
る

の
で
、形
や
大
き
さ
を
気
に
す
る
必
要
が

な
い
。そ
の
た
め
オ
キ
ス
も
連
携
農
家
も

農
薬
を
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
い
で
、温
暖

な
気
候
、肥
よ
く
な
黒
ボ
ク
土
と
い
う
地

の
利
を
活
か
し
生
産
し
て
い
る
。

　

連
携
農
家
は
畑
か
ら
軽
ト
ラ
ッ
ク
に

そ
の
ま
ま
積
ん
で
オ
キ
ス
に
持
っ
て
く

る
。規
格
内
品
の
市
場
出
荷
に
比
べ
て
オ

キ
ス
が
買
い
取
る
単
価
は
安
く
な
る
が
、

形
が
い
び
つ
で
あ
っ
て
も
、大
き
さ
が
不

ぞ
ろ
い
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
こ
と
、

段
ボ
ー
ル
ケ
ー
ス
を
組
み
立
て
て
箱
詰

め
す
る
作
業
が
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。生
産
コ
ス
ト
が
下
が
り
農
家
の

所
得
は
向
上
す
る
。

　

乾
燥
加
工
は
、食
品
安
全
管
理
を
高

度
に
行
い
衛
生
管
理
を
徹
底
す
る
。二
〇

一
七
年
に
は
、焙
煎
乾
燥
カ
ッ
ト
野
菜
と

野
菜
パ
ウ
ダ
ー
の
製
造
に
つ
い
て
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
２
０
０
０
：
２
０
０
５（
食
品
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）の
認
証
を
取

得
し
た
。

　

商
品
の
販
路
開
拓
、拡
大
に
は
商
談

会
を
活
用
す
る
。な
お
、初
め
て
出
展
し

た
商
談
会
で
は
大
き
な
学
び
が
あ
っ
た
。

　

岡
本
さ
ん
は
意
気
揚
々
と
参
加
し
た

も
の
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
襲
わ

れ
た
。「
目
の
前
の
北
海
道
ブ
ー
ス
で
は

美
し
く
き
れ
い
で
完
成
度
が
高
い
商
品

が
並
ん
で
い
ま
し
た
。恥
ず
か
し
く
て
、帰

り
た
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
」と
言
う

の
だ
。

　

岡
本
さ
ん
が
展
示
し
た
乾
燥
野
菜
は
、

透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
た
だ
入
れ
た
だ

け
で
ラ
ベ
ル
も
貼
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

「
中
身
の
こ
と
ば
か
り
に
必
死
で
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
露
ほ
ど
に
も
考
え
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
」と
は
に
か
み
な
が
ら
当
時
を

振
り
返
る
。

　

こ
れ
が
原
点
と
な
っ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
も
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。デ
ザ
イ

ン
会
社
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、商
品

コ
ン
セ
プ
ト
や
お
い
し
さ
が
伝
わ
る
よ

う
努
め
て
お
り
、一
般
消
費
者
向
け
ス

ナ
ッ
ク
菓
子「
あ
し
た
の
お
や
つ
」の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、国
内
外
の
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

　

さ
て
、商
談
会
で
は
新
鮮
野
菜
か
ら

栄
養
面
と
機
能
性
を
考
慮
し
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
、商
品
の
優
れ
た
汎
用
性
な

ど
が
バ
イ
ヤ
ー
に
高
く
評
価
さ
れ
、販

路
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

増
え
る
需
要
へ
の
対
応
で
人
手
不
足

に
な
っ
た
が
、そ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し

て
働
く
場
が
少
な
い
障
が
い
者
を
雇
用

す
る
。障
が
い
者
の
自
立
が
図
ら
れ
る

農
福
連
携
で
あ
る
。

　

一
三
年
、雇
用
契
約
を
締
結
し
最
低

賃
金
を
保
障
す
る
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

事
業
所
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢む

来ら

郷さ
と

た
か
く

ま
を
鹿
屋
市
に
設
立
し
、副
理
事
長
に

就
い
た
。現
在
、三
〇
人
以
上
の
方
が
オ

キ
ス
で
野
菜
の
生
産
か
ら
乾
燥
加
工
作

業
ま
で
一
連
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
も
視
野
に

　

現
在
、オ
キ
ス
の
商
品
は
九
州
管
内
に

は
岡
本
産
業
を
通
じ
て
、取
引
先
の
大
半

を
占
め
る
東
京
、大
阪
方
面
へ
は
別
の
運

送
会
社
に
依
頼
し
輸
送
し
て
い
る
。一
〇

～
二
〇
㌔
グ
ラ
ム
程
度
の
荷
物
は
大
手

宅
配
業
者
に
、重
量
に
な
る
と
一
〇
㌧
ト

ラ
ッ
ク
、さ
ら
に
は
二
〇
㌧
ト
レ
ー
ラ
ー

の
混
載
便
で
輸
送
す
る
運
送
会
社
に
依

頼
す
る
。運
送
会
社
に
は
、関
東
、関
西
、

ま
た
は
四
国
な
ど
得
意
と
す
る
地
域
が

異
な
っ
た
り
、冷
蔵
・
冷
凍
物
に
強
い
と

い
っ
た
特
徴
が
あ
る
の
で
、商
品
の
性

状
・
形
状
や
数
量
に
応
じ
て
運
送
会
社

を
使
い
分
け
て
運
送
コ
ス
ト
を
抑
え
て

い
る
。運
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
て
い
る
岡
本
さ
ん
な
ら
で
は
の

経
営
の
強
み
だ
。

　
「
農
業
で
は
、商
談
が
成
立
し
て
も
輸

送
コ
ス
ト
が
掛
か
っ
て
商
売
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。物
を
届
け

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
な
い
と
ビ
ジ
ネ

ス
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。商
談
会
で
、物

流
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
ま
す
と
言
う

と
、バ
イ
ヤ
ー
は
安
心
し
ま
す
」

　

近
年
で
は
物
流
シ
ス
テ
ム
構
築
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
武
器
に
、海
外
展
開
を
図
る
。

　

二
〇
一
四
年
、日
本
公
庫
の
ト
ラ
イ
ア

ル
輸
出
支
援
事
業
を
活
用
し
て
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
テ
ス
ト
輸
出
。翌
年
、現
地
業

者
と
組
ん
で
倉
庫
兼
事
務
所
を
設
置
し

た
。今
で
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ス
ー

パ
ー
四
〇
数
店
舗
に
オ
キ
ス
の
乾
燥
野

菜
商
品
が
並
ぶ
。さ
ら
に
現
在
、大
手
商

社
や
広
告
代
理
店
と
組
ん
で
、香
港
、ベ

ト
ナ
ム
へ
販
売
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も

進
め
て
い
る
。

　

国
内
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
各
地
の

ス
ー
パ
ー
に
オ
キ
ス
の
乾
燥
野
菜
が
並

ぶ
日
も
視
野
に
入
っ
て
き
た
。　
　

  

（
情
報
企
画
部　

東 

光
俊
）
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方
策
Ⅰ
都
会
育
ち
を
後
継
者
へ

　

永
続
的
な
労
働
力
を
確
保
し
地
域
に
定
住
し
て

く
れ
る
後
継
者
育
成
の
必
要
か
ら
、農
業
大
学
校
の

新
卒
者
に
着
目
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
、関
東
地
区
昔
が
え
り
の
会
は「
よ

り
良
い
農
業
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
」を
目

指
し
、周
辺
の
専
業
農
家
三
〇
人
で
設
立
し
た

農
業
生
産
法
人
で
す
。現
在
は
、青
ネ
ギ
、キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の
業
務
用
野
菜
を
生
産
し
、主
に
大

手
外
食
企
業
な
ど
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
、会
員
農
家
の
う
ち
六
戸
し
か

後
継
者
が
い
な
い
状
態
と
な
り
当
社
や
地
域

農
業
の
将
来
を
案
じ
て
、生
産
担
当
と
し
て
埼

玉
県
農
業
大
学
校
の
二
年
課
程
の
学
生
を
対

象
に
求
人
票
を
出
し
始
め
ま
し
た
。都
会
の
非

農
家
出
身
、で
も「
農
業
を
一
生
の
仕
事
に
」と

の
想
い
を
抱
く
新
卒
者
を
毎
年
採
用
し
て
お

り
、現
在
で
は
一
四
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

方
策
Ⅱ
会
社
の
魅
力
を
伝
え
る

　

入
社
希
望
者
に
は
、経
営
理
念
と
と
も
に
当
社
の

特
徴
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。さ
ら
に
、最

低
一
週
間
程
度
の
体
験
就
労
の
機
会
を
必
ず
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。ミ
ス
マ
ッ
チ
を
少
な
く
し
ま
す
。

　
い
く
ら
求
人
票
を
出
し
て
も
、魅
力
が
な
い
と

こ
ろ
に
人
は
来
て
く
れ
ま
せ
ん
。当
社
に
魅
力
を

感
じ
、農
業
と
い
う
将
来
に
夢
を
描
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

化
学
肥
料
な
ど
に
頼
ら
ず
家
畜
醗
酵
堆
肥
や

緑
肥
を
活
用
し
て「
生
き
た
土
づ
く
り
」を
し
て

い
ま
す
。ま
た
、農
薬
の
使
用
を
抑
え
て「
健
康
な

農
産
物
」づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、気
象
ア

プ
リ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
す
る
な
ど「
農
業
の
高

度
化
」の
構
築
を
目
指
し「
生
産
だ
け
で
な
く
農

業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
る
」を
目
標
に

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
当
社
の
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
や
、社
会
保
障
の
充
実
、労
働

環
境
や
独
立
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
若
者
の
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

方
策
Ⅲ
中
小
企
業
並
み
の
労
働
環
境

　

働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、週
休
二
日
や
定
期

昇
給
制
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
並
み
の
労
働
条
件
・
環
境
確
保
へ

努
力
を
し
て
い
ま
す
の
で
取
り
組
み
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　

週
休
二
日
制
に
つ
い
て
、当
社
の
出
荷
お
よ
び

農
作
業
は
、基
本
的
に
悪
天
候
時
以
外
は
毎
日

行
い
ま
す
。そ
ん
な
中
で
実
施
す
る
た
め
に
、事

前
に
休
暇
取
得
希
望
日
を
申
告
さ
せ
、そ
の
日

を
優
先
的
に
休
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
担
当
の
労
働
時
間
で
す
が
、冬
季
は
、朝

八
時
三
〇
分
～
午
後
五
時
三
〇
分
で
す
。春
季
か

ら
夏
季
の
平
常
時
は
、午
前
六
時
頃
か
ら
が
多

く
昼
か
ら
午
後
の
高
温
と
な
る
時
間
帯
の
休
憩

時
間
を
長
く
と
り
ま
す
。皆
、町
内
に
住
居
が
あ

埼玉県農業大学校卒業後、入社した従業員

株式会社関東地区昔がえりの会
代表取締役　小暮 郁夫

小暮郁夫さんの実践に学ぶ

人材の「雇用と育成」のソリューション

⃝設立…1999年
⃝資本金…7000万円
⃝事業内容…生産（青ネギ、キャベツ、ハクサイ、レタスなど）、作業受託
⃝経営規模…畑40.6㌶
⃝従業員…30人

埼玉県児玉郡上里町

●もう一つの農業雇用●

農業の
 職場 を創る
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小暮郁夫さんの実践に学ぶ

栽
培
ほ
場
の
栽
培
計
画
、栽
培
管
理
、収
穫
と
出

荷
計
画
に
沿
っ
た
仕
事
を
行
い
ま
す
。

　
方
策
Ⅴ
結
果
を
公
平
に
評
価
す
る

　

人
事
評
価
制
度
の
導
入
、社
長
・
幹
部
社
員
と
の

個
人
面
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
上
の
行
動
や
結
果
を
評
価
す
る「
職
能

評
価
」を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。性
格
や
人
柄
、年

齢
、性
別
、信
条
な
ど
は
関
係
は
し
ま
せ
ん
。

　

人
事
評
価
シ
ー
ト
は
、「
成
果
」「
熱
意
」「
協
調

る
た
め
お
昼
に
一
旦
帰
り
、夕
方
か
ら
ま
た
出
勤

す
る
社
員
も
い
ま
す
。就
業
時
間
は
、一
日
、実
働

一
〇
時
間
を
上
限
と
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

ま
す
。健
康
を
維
持
し
、重
労
働
や
長
時
間
労
働

を
防
止
す
る
た
め
で
す
。

　

定
期
昇
給
は
、最
低
賃
金
を
加
味
し
て
毎
年

基
礎
賃
金
を
上
げ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、農
場
長

や
品
目
担
当
部
長
な
ど
役
職
担
当
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
労
働
保
険（
労
災

保
険
、雇
用
保
険
）や
就
業
規
則
の
整
備
、３
６
協

定
の
締
結
は
も
ち
ろ
ん
、社
会
保
険（
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
）や
、民
間
共
済
保
険
、中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、更
衣
室
、休
憩
室
を
整
備
す
る
だ
け
で

な
く
緊
急
事
態
へ
の
備
え
と
し
て
事
業
継
続
計

画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）も
策
定
し
て
い
ま
す
。災
害
時
に
従

業
員
の
安
全
確
保
を
図
り
、事
業
を
継
続
す
る

た
め
で
す
。

方
策
Ⅳ
役
割
が
明
確
な
仕
事
分
担

　
「
品
目
別
の
担
当
制
」で
す
。農
作
業
だ
け
で
な
く
、

計
画
や
実
績
を
記
録
、管
理
し
ま
す
。モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
り
、自
主
性
と
責
任
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

業
務
用
野
菜
の
収
穫
作
業
は
、一
定
量
を
収
穫

適
期
の
ほ
場
か
ら
優
先
的
に
収
穫
す
る
こ
と
が

基
本
で
す
。こ
の
こ
と
か
ら
社
員
は
、農
家
と
一

緒
に
作
業
す
る
こ
と
で
技
術
を
吸
収
し
て
い
き

ま
す
。社
員
は
当
社
受
持
ち
の
四
〇
㌶
の
契
約

性
」「
態
度
」「
能
力
」の
五
項
目
別
で
、着
眼
点
に

基
づ
き
評
価
を
し
ま
す
。評
価
要
素
ご
と
の
絶

対
評
価
で
、そ
の
評
価
段
階
は
五
段
階
で
す
。昇

給
、賞
与
に
反
映
し
ま
す
。

方
策
Ⅵ
充
実
の
研
修
制
度

　

研
修
の
実
施
は
情
熱
以
外
に
資
金
が
多
く
必
要

な
の
で「
農
の
雇
用
事
業
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。研

修
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
向
上
以
外
に
も
視
野
を
広

げ
、明
確
な
目
的
意
識
を
持
つ
な
ど
意
識
改
革
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

社
内
研
修
は
、大
手
製
造
業
な
ど
の
元
幹
部

社
員
、農
学
博
士
な
ど
外
部
講
師
を
招
い
て
の

勉
強
会
を
多
く
開
催
。外
部
研
修
は
、県
主
催

の
海
外
研
修
に
過
去
五
年
間
で
一
一
人
参
加
し

て
い
ま
す
。他
の
農
業
生
産
法
人
な
ど
の
視
察

や
、独
立
就
農
や
幹
部
社
員
に
な
っ
た
際
、地

域
と
の
関
わ
り
も
重
要
で
す
の
で
地
域
農
業

青
年
団
体
へ
の
参
加
も
促
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、生
産
担
当
社
員
の
視
野
と
活
躍
の
場

を
広
げ
る
た
め
に
外
食
企
業
と
農
業
生
産
法
人

を
設
立
し
ま
し
た
。就
労
環
境
の
拡
大
と
異
業

種
の
ス
キ
ル
を
経
験
す
る
こ
と
で
人
材
の
育
成

と
活
躍
の
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

方
策
Ⅶ
経
営
者
育
て
る「
独
立
就
農
塾
」

　

期
間
は
二
年
間
程
度
で
、経
営
編（
一
三
回
以
上

■人事評価シート（一部抜粋）
平成　　　　　年度 

項目

所属 等級 役職

着　眼　点

会社の利益に貢献する成果をあげたか

業務上の創意工夫や改善は成果をあげたか

次期の成果に繋がる種まきをしたか

皆の嫌がる仕事を率先して行ったか

仕事に対し常に熱い意欲を持ち続けていたか

仕事に対し常に前向きに取組んでいたか

難題に挑戦するチャレンジ精神はあったか

最後までやり遂げる強い意志はあったか

本人評価

被評価者

一次評価 二次評価 最終評価

勤続年数

成
果

熱
意

（生産担当職）

2013.11.1
人　事　評　価　　シ　ー　ト

評価対象期間 ／ 平成　 　年　　　月　 　　日 ～ 平成　　　年　　 月 　　日
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指
導
者：中
小
企
業
診
断
士
）、実
践
編（
一
〇
回
、指

導
者
：
農
業
系
県
職
員
、人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）、技
術
編（
八
回
程
度
、指
導
者：女
性
農
学
博
士
、

食
品
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）を
実
施
し
、独
立
時
の
一・

五
㌶
程
度
で
の
就
農
を
目
指
し
ま
す
。

　

独
立
就
農
に
は
既
存
農
家
と
の
連
携
と
作
業

場
が
無
く
て
も
ほ
場
で
出
荷
作
業
が
完
結
し
、

農
機
や
資
材
を
所
有
し
な
く
て
も
成
り
立
つ
調

整
作
業
の
委
託
体
制
が
あ
る
な
ど
、協
業
と
分

業
の
仕
組
み
と
営
農
環
境
の
確
立
が
重
要
で
す
。

ま
た
、出
荷
方
法
や
品
目
選
定
含
め
て
実
需
者
へ

の
販
売
方
法
や
販
売
先
の
選
択
を
図
る
必
要
も

あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、独
立
就
農
塾
で
こ
れ
ら
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

二
年
目
は
社
員
と
し
て
給
料
を
受
け
取
り
な

が
ら
、当
社
か
ら
借
り
入
れ
た
農
地
一
人
〇
・
五

㌶
で
生
産
し
ま
す
。

　

な
お
、就
農
塾
を
卒
業
し
た
か
ら
と
い
っ
て
独

立
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

方
策
Ⅷ
独
立
就
農
へ
手
厚
い
支
援

　

農
機
の
貸
し
出
し
で
大
規
模
農
家
と
同
等
の
作

業
体
系
を
整
え
、作
業
の
繁
閑
に
合
わ
せ
柔
軟
な
労

働
力
移
動
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
気
象
災
害
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、収
入
の
保
障
が
必
ず
し
も
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。独
立
就
農
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
初
期

投
資
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
こ
で
農
業

機
械
は
、会
員
農
家
同
様
に
当
社
の
各
種
農
機

五
二
台
を
有
料
で
使
用
で
き
る
仕
組
み
に
し
ま

し
た
。独
立
就
農
者
は
大
規
模
農
家
と
同
等
の

作
業
体
系
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
業
の
繁
忙
期
は
、社
員
や
会
員
農
家
か
ら

労
力
提
供
を
受
け
、農
閑
期
は
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
当
社
や
会
員
農
家
の
支
援
に
回
る
こ
と
に
よ

り
作
業
の
最
適
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
品
目
と
販
売
先
に
つ
い
て
は
、ス
タ
ー
ト

当
初
は
当
社
の
既
存
契
約
野
菜
の
栽
培
か
ら

入
っ
て
、経
営
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
ら
各
自
本

来
目
指
し
て
い
た
品
目
を
生
産
し
販
路
も
広
げ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、当
社
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。高
性
能
な
機
械
へ
の
更
新
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

や
作
業
労
力
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

方
策
Ⅸ
地
域
の
活
力
に
つ
な
げ
る

　

大
勢
の
若
者
や
大
型
農
機
が
畑
で
躍
動
す
る
姿

は
、地
域
の
農
業
者
に
と
っ
て
刺
激
に
な
り
ま
す
。

　

若
者
、働
き
盛
り
、高
齢
農
家
が
一
緒
に
働
く

こ
と
は
相
乗
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。若
者
の
定

着
に
よ
り
地
域
に
切
磋
琢
磨
が
生
ま
れ
、結
果

的
に
地
域
の
活
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、若
者
の
働
き
や
す
さ
を
重
視
し
た

職
場
を
目
指
し
、人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と

で
、こ
の
地
の
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■昔がえりの会「独立就農塾 研修カリキュラム：経営編」（一部抜粋）
回 大項目 中項目 小項目

農業の現状

経営するとは

利益とは

良い経営をする

経営要素を理解する

経営資源を理解する

総括

※宿題

農業白書から見た農業の現状と課題

保有する経営資源を活かして利益を出すこと

収益(収入・売上)と費用と利益(儲け、社会貢献の報酬)の関係

どんな環境下でも永続して目的とする利益を出し続けられる農業を行うこと

①経営分野　②栽培・技術分野　③販売分野　④管理分野
①ヒト　②モノ　③カネ　④技術　⑤面積　⑥時間　⑦情報　⑧ノウハウ　
⑨ネットワーク資源 　⑩立地条件
全員による自由な情報交換

（次回までに提出してもらう宿題を出す）

関東地区昔がえりの会が目指す農
業（農業を魅力ある事業とする）

「若者が将来性と魅力を感じる農業、安定した生活基盤が構築できる農業、
成長産業・事業の一翼を担える農業、日本の農業のモデルとされる農業」

総括 全員による自由な情報交換

※宿題 （次回までに提出してもらう宿題を出す）

2回

3回

農
業
の
現
状
と
我
々
が

目
指
し
て
い
る
農
業

農
業
を
経
営
す
る

小暮 郁夫
1953年埼玉県生まれ。埼玉県立
熊谷農業高校卒業後、親元に就
農。99年地域の野菜専業農家30
人と有限会社関東昔がえりの会
を設立し、専務取締役就任。2002
年、株式会社に組織変更。06年代
表取締役に就任。

小暮郁夫さんの実践に学ぶ
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稲
の
栽
培
で
は
収
穫
機
に
よ
る
機
械
収
穫
が
一

般
的
で
す
が
、野
菜
で
は
タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
根
菜
類
の
一
部
で
機
械
収
穫
が
行
わ
れ
て
い

る
程
度
で
、キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
葉
菜
類
の
多
く
は
人
力

に
よ
っ
て
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
作
の
機
械
化
は
高
度
経
済
成
長
に
合
わ
せ
て
一

九
七
〇
年
代
後
半
に
急
速
に
進
み
ま
し
た
が
、野
菜
作

で
は
種
類
が
多
く
、し
か
も
地
域
に
よ
っ
て
畝
の
形
状

な
ど
の
栽
培
様
式
が
異
な
り
、機
械
化
が
ほ
と
ん
ど
進

ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
一

方
で
、野
菜
の
栽
培
面
積
は
八

〇
年
頃
か
ら
農
家
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
急
速
に
減
少
し
、安

定
し
た
供
給
が
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、農
業
用
機
械
の
開
発

は
民
間
主
導
で
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、野
菜
作
用

機
械
は
稲
作
用
機
械
に
比
べ
て

一
機
種
当
た
り
の
需
要
が
少
な

い
た
め
、開
発
は
な
か
な
か
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、国
は
野
菜
用
を
中
心
と
し
た
農
業
機
械
の

開
発
を
加
速
さ
せ
る
べ
く
、九
三
年
に
農
業
機
械
化
促

進
法
を
改
正
し
、国
と
民
間
が
協
力
し
て
機
械
開
発
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
か
ら
始
ま
っ
た「
農
業
機
械
等
緊
急
開
発
事
業

（
緊
プ
ロ
）」で
は
、事
業
の
目
玉
と
し
て
キ
ャ
ベ
ツ
収

穫
機
が
取
り
上
げ
ら
れ
、生
研
セ
ン
タ
ー（
現
在
は
農

研
機
構 

農
業
技
術
革
新
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）と
小

橋
工
業
株
式
会
社
の
官
民
に
よ
る
開
発
が
始
ま
り
、九

五
年
に
全
自
動
タ
イ
プ
の
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、収
穫
精
度
や
収
穫
し
た
キ
ャ

ベ
ツ
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
な
ど
に
問
題
が
あ
り
、本
格
的

な
販
売
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、生
研
セ
ン
タ
ー
、ヤ
ン
マ
ー
農
機
株
式

会
社
に
よ
っ
て
改
良
が
加
え
ら
れ
、二
〇
〇
一

年
に
は
新
型
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
と
し
て
市
販
化
さ
れ

ま
し
た
が
、広
く
普
及
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
で
、消
費
需
要
の
変
化
か
ら
、加
工・業
務
用
野

菜
の
需
要
が
高
ま
り
、実
需
者

か
ら
は
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
が

強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
こ
で
、生
研
セ
ン

タ
ー
、ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社（
現

在
は
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
株
式
会

社
）、オ
サ
ダ
農
機
株
式
会
社
で

キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
開
発
の
共
同

研
究
が
開
始
さ
れ
、一
二
年
に
開

発
に
成
功
し
ま
し
た
。キ
ャ
ベ
ツ

収
穫
機
の
開
発
が
計
画
さ
れ
て

か
ら
、二
〇
年
も
の
月
日
が
経
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

開
発
さ
れ
た
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
は
、刈
取
部
で
刈
り

取
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
ベ
ル
ト
で
挟
ん
で
収
穫
機
後
部

の
調
整
作
業
場
所
に
移
動
さ
せ
、そ
こ
で
、選
別・調
整

を
行
い
、大
型
コ
ン
テ
ナ
に
収
納
す
る
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
の
導
入
に
よ
り
収
穫
・
調
整
の
労

力
は
半
減
し
、ま
た
、大
型
コ
ン
テ
ナ
の
採
用
で
出
荷

経
費
は
三
〇
％
も
の
削
減
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。現

在
で
は
、北
海
道
、南
九
州
な
ど
の
加
工・業
務
用
キ
ャ

ベ
ツ
産
地
に
急
速
に
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。　

キャベツ収穫機（ヤンマーアグリ株式会社 宮永豊司氏提供）

開発に20年を要したキャベツ収穫機
日本政策金融公庫

テクニカルアドバイザー

吉岡 宏

Profile

よしおか ひろし
1948年京都府生まれ。弘前大学大学院農学研究科

（修士課程）修了後、農林省野菜試験場入省。農林
水産技術会議事務局研究調査官、（独）農研機構野
菜茶業研究所所長、㈳日本施設園芸協会常務理事
などを経て、2012年10月から現職。専門は野菜の
栽培生理。農学博士、技術士（農業部門）。
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赤
松
牧
場
は
香
川
県
の
高
松
空
港
近
く

で
、乳
牛
の
飼
養
頭
数
の
増
加
に
よ
り
経

営
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
が
、今
後
は
付

加
価
値
の
高
い
加
工
部
門
へ
の
進
出
で
業

容
の
拡
大
を
図
る
。ま
た
、都
市
型
酪
農
経

営
は
、牧
草
地
や
放
牧
地
が
な
く
、ふ
ん
尿

処
理
が
難
し
い
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。そ
こ
で
近
隣
農
家
に
牛
ふ
ん
堆
肥
を

提
供
す
る
代
わ
り
に
、稲
発
酵
粗
飼
料

（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
）

を
作
っ
て
も
ら
う
耕
畜
連
携
で
、牧
草
地
の

不
足
を
補
い
、都
府
県
で
の
酪
農
経
営
の

モ
デ
ル
を
目
指
す
。

　
増
頭
に
よ
る
規
模
拡
大
は
限
界

─
─
香
川
県
内
で
二
五
〇
頭
規
模
の
酪
農

経
営
と
は
大
き
い
で
す
ね
。

赤
松　
全
国
に
は
、私
た
ち
よ
り
規
模
の

大
き
い
酪
農
家
は
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

現
在
、五
年
後
に
倍
増
の
五
〇
〇
頭
規
模
に

す
る
計
画
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、実
現
す

れ
ば
、香
川
県
内
で
は
大
規
模
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

酪
農
で
収
益
を
上
げ
る
に
は
乳
牛
の
頭

数
を
増
や
す
し
か
な
い
。こ
れ
ま
で
そ
う
考

え
て
増
頭
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、現
状

で
は
五
〇
〇
頭
が
限
界
で
す
。日
本
で
一
番

小
さ
な
香
川
県
で
、数
千
頭
飼
う
こ
と
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
土
地
や
環
境
に

応
じ
た
飼
養
頭
数
の
限
度
が
あ
っ
て
、そ
れ

以
上
の
こ
と
を
や
れ
ば
環
境
汚
染
を
引
き

起
こ
し
ま
す
し
、地
域
社
会
と
摩
擦
を
起
こ

し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

増
頭
で
は
な
く
売
上
高
を
増
や
し
収
益

を
上
げ
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

─
─
そ
れ
に
は
、ど
ん
な
戦
略
を
。

赤
松　
酪
農
は
乳
製
品
の
原
料
を
供
給
す

る
仕
事
で
す
。原
料
の
生
乳
は
、牛
乳
の
ほ

か
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
、ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の

乳
製
品
に
な
り
ま
す
。し
か
し
生
乳
は
、他

の
酪
農
家
と
区
別
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
、牛
乳

向
け
の
乳
価
は
同
額
で
す
。原
料
生
産
と
い

う
分
野
で
は
競
争
が
な
く
収
益
を
増
や
す

余
地
は
少
な
い
た
め
、高
く
売
る
こ
と
を
真

剣
に
考
え
、食
品
へ
加
工
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

増
頭
に
よ
る
規
模
拡
大
は
否
定
し
ま
せ

ん
。し
か
し
、増
頭
に
よ
る
規
模
拡
大
の
限

界
が
き
た
ら
、高
品
質
な
生
乳
を
生
産
し
、

そ
れ
を
活
か
し
た
加
工
部
門
に
進
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。業
容
を
拡
大
す
る
に

は
、よ
り
付
加
価
値
が
付
く
よ
う
な
加
工

部
門
に
進
出
す
る
こ
と
で
、売
上
高
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
消
費
者
評
価
を
酪
農
生
産
に
反
映

─
─
原
料
供
給
型
か
ら
食
品
加
工
型
へ
軸

足
を
移
そ
う
と
考
え
た
き
っ
か
け
は
？

赤
松　
視
察
先
の
ア
メ
リ
カ
で
大
規
模
酪

農
経
営
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
す
。

向
こ
う
で
は
何
千
頭
と
い
う
規
模
が
当
た

り
前
で
、日
本
は
競
争
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

狭
い
香
川
県
で
ど
ん
な
酪
農
を
や
っ
た

ら
い
い
の
か
。そ
う
考
え
た
ら
、生
乳
と
い

う
原
料
生
産
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、経
済
の
動
い
て
い
る
分
野
、つ
ま
り

収
益
向
上
の
機
会
が
見
込
め
る
分
野
に
出

て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
た
の
で
す
。

　

大
手
乳
業
会
社
は
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
の
乳
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。私
た

ち
は
品
質
の
良
い
生
乳
を
生
産
し
て
い
る

自
信
が
あ
り
ま
す
か
ら
、そ
の
生
乳
か
ら

作
っ
た
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、他
と
は

違
う
高
品
質
な
商
品
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

さ
ら
に
、自
分
た
ち
が
作
っ
た
乳
製
品
を

自
分
た
ち
で
売
れ
ば
、消
費
者
の
声
を
直

加
工
部
門
の
付
加
価
値
増
大
で
業
容
を
拡
大

耕
畜
連
携
で
酪
農
の
都
府
県
モ
デ
ル
目
指
す

赤
松 

省
一
さ
ん
香
川
県

有
限
会
社
赤
松
牧
場
代
表
取
締
役

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り
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変革は人にあり

接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。消
費
者
の
評
価

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、生
産
を
見
直
せ
ば
、

原
料
を
供
給
す
る
酪
農
と
い
う
産
業
も
レ

ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

─
─
牧
場
の
向
か
い
に「
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ー

ム
ア
カ
マ
ツ
」と
い
う
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ

プ
を
開
業
さ
れ
て
い
ま
す
。加
工
部
門
へ
の

進
出
の
一
環
で
す
か
？

赤
松　
そ
う
で
す
。そ
れ
以
外
に
、酪
農
家

と
し
て
意
識
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
し
た

か
っ
た
と
い
う
想
い
も
あ
り
ま
す
。酪
農
家

は
、生
乳
生
産
と
い
う
狭
い
世
界
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
で
す
。消
費
者
と
い
う
世
間
と
の

間
に「
窓
」を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

窓
を
付
け
れ
ば
外
の
空
気
が
中
に
入
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。店
を
つ
く
っ
た
ら
い
ろ

ん
な
人
が
来
て
、情
報
も
入
っ
て
く
る
。そ

こ
で
、比
較
的
取
り
組
み
や
す
い
ジ
ェ
ラ
ー

ト
シ
ョ
ッ
プ
が
い
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

大
学
で
食
品
を
学
び
、そ
の
後
、北
海
道

の
先
進
的
な
酪
農
家
で
一
年
間
研
修
を
積

ん
だ
長
女
が
帰
っ
て
き
た
の
で
、彼
女
に
店

長
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

八
年
前
の
二
〇
一
〇
年
に
開
業
し
ま
し

た
が
、赤
松
牧
場
の
場
所
が
、香
川
県
最
大

で
あ
る
大
型
児
童
館
の「
さ
ぬ
き
こ
ど
も
の

国
」や
高
松
空
港
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、お

客
さ
ん
が
多
く
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
メ
イ
ン
で
す
が
、ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
、プ
リ
ン
、シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、焼

き
菓
子
な
ど
を
製
造
、販
売
し
、年
間
の
売

上
高
は
約
二
〇
〇
〇
万
円
で
す
。ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
原
料
と
し
て
、近
く
の
農
家
か
ら
ブ
ド

ウ
や
イ
チ
ゴ
、モ
モ
な
ど
を
仕
入
れ
て
い
ま

す
。

─
─
大
手
乳
業
と
の
連
携
も
さ
れ
て
い
る

と
か
。

赤
松　
現
在
、明
治
乳
業
の
協
力
を
得
て
、

う
ち
の
生
乳
か
ら
作
っ
た
牛
乳
を
、京
阪
神

の
一
部
地
域
と
九
州
一
円
で
プ
レ
ミ
ア
ム

牛
乳
と
し
て
宅
配
専
用
に
販
売
し
て
い
ま

す
。値
段
は
一
般
の
牛
乳
の
倍
す
る
の
で
す

が
、「
と
て
も
お
い
し
い
」と
好
評
で
す
。

　

良
質
な
生
乳
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の

価
格
差
が
付
け
ば
、酪
農
家
は
よ
り
良
質

な
生
乳
の
生
産
に
励
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、日
本
の
酪
農
も
産
業
と
し
て

も
っ
と
成
長
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
耕
畜
連
携
の
循
環
シ
ス
テ
ム

─
─
赤
松
牧
場
の
特
色
の
一
つ
に「
耕
畜
連

携
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。赤
松
牧
場
が
牛
舎

か
ら
出
た
ふ
ん
尿
を
堆
肥
に
し
て
近
く
の

農
家
に
供
給
し
、耕
種
農
家
に
粗
飼
料
と

な
る
稲
を
作
っ
て
も
ら
う
循
環
シ
ス
テ
ム

で
す
ね
。

赤
松　
大
量
に
出
る
牛
の
ふ
ん
尿
を
き
ち

ん
と
処
理
す
る
こ
と
は
極
め
て
大
事
で
す
。

う
ち
は
牛
ふ
ん
を
発
酵
さ
せ
て
堆
肥
に
し
、

近
隣
の
約
一
〇
〇
戸
の
農
家
に
供
給
し
て

い
ま
す
。

　

ふ
ん
尿
を「
厄
介
も
の
」と
捉
え
て
い
い

加
減
な
処
理
を
す
れ
ば
、地
域
の
環
境
を

壊
し
て
し
ま
い
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。素
晴
ら
し
い
肥
料
に
な
る「
宝
の
山
」

と
捉
え
て
農
地
に
還
元
す
れ
ば
、地
域
農
家

と
共
存
共
栄
の
道
を
歩
め
ま
す
。

　

堆
肥
を
供
給
し
た
農
家
に
は
、実
る
前

に
刈
り
取
り
ロ
ー
ル
状
に
巻
き
取
っ
て

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
発
酵
さ
せ
る
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
用
の
稲
を
育
て
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。干
し
草
の
代
わ
り
と
な
る

牛
の
餌
で
、昨
年
は
近
隣
の
農
家
に
一
五
㌶

分
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
年
は
二
〇
㌶

で
す
。

牧場向かいのジェラート店で、店長の長女・美智子さんと赤松牧場代表の赤松省一さん

Profile

あ
か
ま
つ 

し
ょ
う
い
ち

一
九
四
九
年
香
川
県
高
松
市
生
ま
れ
。六
九
歳
。香
川
県

立
香
川
高
校
卒
業
後
、大
阪
の
繊
維
会
社
に
就
職
。父
が

五
三
歳
の
若
さ
で
急
死
し
、や
む
な
く
一
九
歳
で
農
業

を
継
ぐ
。父
が
や
っ
て
い
た
タ
バ
コ
栽
培
よ
り
、ホ
ル
ス

タ
イ
ン
一
頭
か
ら
酪
農
を
始
め
、現
在
で
は
香
川
県
内

有
数
の
規
模
に
。高
品
質
な
生
乳
生
産
に
励
み
、二
〇
一

七
年
の
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。

有
限
会
社
赤
松
牧
場

二
〇
〇
三
年
設
立
。資
本
金
三
〇
〇
万
円
。売
上
高
一

億
六
〇
〇
〇
万
円
。年
間
の
生
乳
出
荷
量
は
一
三
〇
〇

㌧
。現
在
は
経
産
牛
一
三
五
頭
、育
成
牛
一
一
〇
頭
の

計
二
四
五
頭
だ
が
、五
年
後
に
は
経
産
牛
三
〇
〇
頭
、

育
成
牛
二
〇
〇
頭
の
五
〇
〇
頭
規
模
に
倍
増
す
る
計

画
。一
〇
年
に
は
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開
業
し
た
。

従
業
員
は
酪
農
部
門
が
長
男
、次
男
の
他
に
四
人
、ア

ル
バ
イ
ト
一
人
。ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
長
女
と

パ
ー
ト
従
業
員
二
人
。

Data
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変革は人にあり
　

う
ち
は
、海
外
や
北
海
道
の
酪
農
家
の

よ
う
な
放
牧
地
や
牧
草
地
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
た
牧
草
の
一

部
を
近
隣
の
農
家
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

都
府
県
の
酪
農
家
は
、牧
草
地
を
持
た

な
い
舎
飼
い
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。耕
畜
連
携

を
活
か
し
た
都
府
県
酪
農
の
モ
デ
ル
に
な

れ
ば
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
先
進
事
例
見
て
鳥
肌
が
立
つ

─
─
と
こ
ろ
で
、酪
農
は
い
つ
か
ら
始
め
た

の
で
す
か
？

赤
松　
父
の
代
ま
で
、う
ち
は
タ
バ
コ
栽
培

農
家
で
し
た
。私
は
長
男
で
し
た
が
、作
業

の
き
つ
い
タ
バ
コ
栽
培
が
嫌
で
、農
業
を
継

ぐ
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。高
校
卒
業

後
、大
阪
の
繊
維
会
社
に
就
職
し
た
の
で
す

が
、私
が
一
九
歳
の
時
に
父
が
急
死
。跡
を

継
ぐ
は
ず
の
弟
は
ま
だ
高
校
生
だ
っ
た
の

で
、や
む
な
く
家
に
戻
っ
た
の
で
す
。

　

父
は
、弟
の
た
め
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
子

牛
を
一
頭
飼
っ
て
い
ま
し
た
。私
は
米
や
野

菜
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
が
、子
牛
が
大
き

く
な
っ
て
き
た
の
で
、ま
き
を
し
ま
っ
て
い

た
小
屋
を
改
造
し
て
五
頭
つ
な
げ
る
牛
舎

に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
酪
農
の
始
ま
り
で
、二
〇
歳
で
し

た
。そ
し
て
、二
三
歳
の
時
、三
二
頭
飼
え
る

牛
舎
を
建
て
ま
し
た
。

─
─
当
時
と
し
て
は
大
規
模
で
す
ね
。

赤
松　
そ
れ
で
も
、経
営
は
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。そ
れ
は
そ
う
で
し
ょ
う
。酪
農
に
魅

力
を
感
じ
ず
、も
っ
と
自
分
に
向
い
た
仕
事

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い
た
私

で
す
か
ら
、経
営
に
力
が
入
ら
な
い
。

　

転
機
は
四
〇
歳
代
の
前
半
、飼
料
屋
さ

ん
に
誘
わ
れ
て
兵
庫
県
の
素
晴
ら
し
い
酪

農
家
を
視
察
し
た
の
で
す
。そ
こ
は
フ
リ
ー

バ
ー
ン
牛
舎
で
、牛
は
つ
な
が
れ
る
こ
と
な

く
自
由
に
動
き
回
り
、生
き
生
き
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

経
営
者
の
考
え
方
が
私
と
は
ま
る
で
違

う
の
で
す
。全
て
牛
を
中
心
に
考
え
て
い
る

こ
と
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、私
は
こ
れ
ま

で
何
を
し
て
き
た
ん
だ
ろ
う
か
、目
い
っ
ぱ

い
頑
張
っ
て
い
る
経
営
者
と
、や
る
気
の
な

い
私
と
で
は
こ
ん
な
に
も
違
う
の
か
と
打

ち
の
め
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
、鳥
肌
が
立

ち
ま
し
た
。

─
─
そ
の
時
に
目
覚
め
た
。

赤
松　
私
も
香
川
県
内
に
、視
察
先
の
よ

う
な
牧
場
を
つ
く
る
と
決
め
、帰
っ
て
き
て

す
ぐ
に
、つ
な
ぎ
牛
舎
を
フ
リ
ー
バ
ー
ン
に

変
え
ま
し
た
。

　

当
時
、私
の
と
こ
ろ
は
約
三
〇
頭
で
日
量

約
四
〇
〇
㌔
グ
ラ
ム
の
生
乳
を
生
産
し
て

い
ま
し
た
が
、視
察
先
の
牧
場
は
約
一
〇
〇

頭
で
二
㌧
も
生
産
し
て
い
ま
し
た
。当
時
、

一
〇
〇
頭
も
の
大
規
模
な
酪
農
家
が
香
川

県
内
に
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、私
は
増
頭
し
日
量
二
㌧
を
実
現
す
る
と

い
う
目
標
を
立
て
ま
し
た
。視
察
先
の
経
営

者
か
ら
話
を
聞
い
て
、経
営
は
目
標
や
目
的

を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
知
っ

た
の
で
す
。

─
─
先
進
事
例
に
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で
す

ね
。

赤
松　
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、経
産

牛
を
百
数
十
頭
飼
育
で
き
る
フ
リ
ー
バ
ー

ン
牛
舎
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、品
質
の
良

い
生
乳
を
出
す
し
っ
か
り
し
た
牛
を
育
て

る
こ
と
を
基
本
に
据
え
ま
し
た
。

　

妊
娠
し
た
牛
を
買
っ
て
き
て
乳
を
搾
る

酪
農
家
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、う
ち

は
後
継
牛
を
自
分
で
育
て
る
自
家
育
成
に

徹
し
ま
し
た
。そ
う
す
る
こ
と
で
品
質
の
高

い
生
乳
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
。

　
「
農
業
は
土
づ
く
り
」と
言
い
ま
す
が
、

「
酪
農
は
牛
づ
く
り
」だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

─
─
日
量
二
㌧
と
い
う
目
標
は
い
つ
達
成

し
た
の
で
す
か
。

赤
松　
目
標
を
立
て
て
か
ら
一
〇
年
足
ら

ず
の
二
〇
〇
二
年
に
達
成
し
ま
し
た
。そ
の

後
も
、増
頭
を
続
け
て
い
っ
て
、一
〇
年
に

は
生
乳
の
生
産
量
が
倍
の
四
㌧
近
く
に
達

し
ま
し
た
。

　

牛
の
数
は
、経
産
牛
が
一
四
〇
頭
、育
成

牛
が
六
〇
頭
の
合
計
二
〇
〇
頭
に
増
え
て

い
ま
し
た
。牛
舎
の
収
容
能
力
の
限
界
を
超

え
た
の
で
、乳
用
牛
の
増
頭
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
の
間
、素も

と

牛
、つ
ま
り
肉
用
牛

と
し
て
育
て
る
子
牛
の
生
産
に
力
を
入
れ

ま
し
た
が
、一
三
年
か
ら
次
の
増
頭
計
画
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。そ
れ
が
、経
産
牛
三

〇
〇
頭
、育
成
牛
二
〇
〇
頭
の
計
五
〇
〇
頭

と
い
う
目
標
で
す
。五
年
後
の
二
三
年
ま
で

に
実
現
す
る
た
め
に
、昨
年
一
月
に
は
最
先

端
の
牛
舎
を
完
成
さ
せ
、現
在
は
高
性
能
の

搾
乳
施
設
を
建
設
中
で
す
。

─
─
将
来
は
ど
の
よ
う
な
夢
を
抱
い
て
い

る
の
で
す
か
？

赤
松　
酪
農
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク「
赤
松
マ
ル

シ
ェ
」を
つ
く
り
ま
す
。乳
牛
が
い
る
牧
場

が
核
に
な
り
ま
す
が
、他
で
は
手
に
入
ら
な

い
乳
製
品
や
地
域
の
農
産
物
を
買
う
こ
と

が
で
き
て
、ス
テ
ー
キ
な
ど
お
い
し
い
料
理

の
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
ま

す
。県
内
は
も
ち
ろ
ん
、四
国
の
ど
こ
に
も

な
い
よ
う
な
牧
場
で
す
。

　

赤
松
牧
場
は
、三
人
の
子
ど
も
た
ち
が
跡

を
継
い
で
く
れ
ま
し
た
。長
男
が
加
工
部

門
、次
男
が
原
料
と
な
る
生
乳
生
産
部
門
、

長
女
が
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
、各
部
門

を
そ
れ
ぞ
れ
に
任
せ
て
い
ま
す
。三
人
に
は

ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、酪
農
を
よ
り
一
層
変
え

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

当
初
は
嫌
で
始
め
た
酪
農
で
す
が
、こ
の

年
に
な
っ
て
、こ
ん
な
に
可
能
性
の
広
が
る

産
業
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　

  

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

村
田 

泰
夫
）
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「
主
要
農
作
物
種
子
法
」（
以
下
種
子
法
）と
は
、国
が

稲・麦・大
豆
の
奨
励
品
種
を
選
定
し
、そ
の
種
子
生
産
を

都
道
府
県
に
委
託
す
る
根
拠
法
だ
っ
た
。こ
の
四
月
に
廃

止
さ
れ
る
と
、早
速
採
種
業
務
か
ら
撤
退
す
る
府
県
が
出

て
き
た
。困
っ
た
こ
と
だ
が
、こ
れ
を
機
会
に
じ
っ
く
り

「
種
子
」に
つ
い
て
考
え
る
と
き
の
、最
良
の
テ
キ
ス
ト
が

こ
の
本
だ
。次
の
よ
う
な
記
述
で
、著
者
の
思
索
の
広
さ

と
深
さ
が
見
て
と
れ
る
。

　
「
種
子
法
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
な
が
ら
、

地
域
の
農
家
が
多
様
な
品
種
を
利
用
で
き
る
可
能
性
を

守
っ
て
い
た
」。同
時
に
、こ
う
も
言
っ
て
い
る
。「
種
子
法

に
は
農
家
の
品
種
を
選
ぶ
権
利
と
能
力
を
奪
っ
て
き
た

面
も
あ
る
」

　

私
が
現
役
の
農
業
改
良
普
及
員
だ
っ
た
四
〇
年
前
に

は
、担
当
し
た
村
の
稲
の
品
種
は
五
六
だ
っ
た
。現
在
で

は
五
品
種
で
あ
る
。こ
れ
は
果
た
し
て
い
い
こ
と
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
、種
子
も
投
資
の
対
象
と
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。し
か
し
、世
界
の
種
子
の
九
〇
％
は
市
場
経
済
に

は
乗
っ
て
い
な
い
。「
ロ
ー
カ
ル
な
種
子
シ
ス
テ
ム
」の
重

要
性
に
注
目
す
べ
き
だ
。フ
ォ
ー
マ
ル
な
制
度
と
ロ
ー
カ

ル
な
制
度
が
共
存
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

伝
統
的
な
品
種
は
、次
々
に
近
代
育
種
で
作
出
さ
れ
た
品

種
に
置
き
換
わ
っ
て
き
た
。

  

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、農
薬
会
社
の
デ
ュ
ポ
ン
社
と

モ
ン
サ
ン
ト
社
が
そ
れ
ぞ
れ
種
子
企
業
を
買
収
し
て
、市

場
の
四
四
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。従
来
の
発

想
で
は
対
抗
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

伝
統
品
種
を
守
り
、自
家
採
種
し
て
い
る
農
家
は
、遺

伝
資
源
に
つ
い
て
の「
農
民
の
権
利
」を
主
張
し
よ
う
と

し
な
い
。そ
れ
は「
日
本
に
お
い
て
と
り
わ
け
顕
著
で
あ

る
」と
、著
者
は
憂
い
て
い
る
。

  
た
し
か
に
私
た
ち
百
姓
は
、そ
う
い
う
西
欧
的
な「
権

利
」で
は
な
く
、地
域
の
財
産
と
し
て
品
種
を
守
っ
て
き

た
。そ
れ
が
時
代
精
神
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
の
も
無
理
も
な
い
。

　

多
く
の
百
姓
は
種
子
法
の
廃
止
に
、危
機
感
を
持
っ
て

い
な
い
。種
子
法
の
廃
止
は
、農
業
の
競
争
力
強
化
の
一

環
だ
そ
う
だ
。種
子
は
生
き
も
の
で
あ
り
、食
べ
も
の
の

分
身
で
あ
り
、自
然
の
一
部
で
も
あ
る
。商
品
と
し
て
、経

済
的
な「
競
争
」の
市
場
に
放
り
出
し
て
い
い
も
の
だ
ろ

う
か
。日
本
国
で
は「
農
業
の
本
質
」に
つ
い
て
、深
く
考

え
る
習
慣
が
な
い
こ
と
が
議
論
を
妨
げ
て
い
る
。

　

わ
が
家
の
稲
は
三
〇
年
も
自
家
採
種
し
て
い
る
。元
の

品
種
と
は
大
き
く
変
異
し
て
し
ま
っ
た
。そ
れ
が
愛
し
い

と
感
じ
る
。種
子
は
風
土
の
中
で
生
き
て
い
る
の
だ
。 
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タイトル 著者 出版社 定価
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

読まれてます 三省堂書店農林水産省売店（2018年4月1日～4月30日・税抜）

「
種
子
」と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
よ
う（コモンズ・1,800円 税抜）

『
種
子
が
消
え
れ
ば 

　
  

あ
な
た
も
消
え
る  

共
有
か
独
占
か
』

西
川 
芳
昭 
著

宇
根 
豊

（
百
姓
・
思
想
家
）

農業と経済 臨時増刊号 （2018年4月） 錯綜するEPA/FTA動向と世界の農
業・食料政策 

農水知財基本テキスト 
編集委員会／編
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タ
イ
は
、日
本
産
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
先
と
し
て
大
き
な
可
能
性
が
あ

る
市
場
と
言
え
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
以
降
の
輸
出
統
計
に
よ

る
と
、タ
イ
は
日
本
産
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
先
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）第
一
位
の
座
を
一
六

年
ま
で
維
持
し
て
い
ま
し
た
。一
七
年
は

ベ
ト
ナ
ム
に
逆
転
さ
れ
た
も
の
の
、タ
イ

向
け
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
は
堅

調
に
増
加
し
て
お
り
、輸
出
額
は
三
九
一

億
円
で
対
前
年
比
一
八
・
七
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ハ
ブ
と
い
う

立
地
上
の
優
位
性
を
活
か
し
て
タ
イ
を

拠
点
に
加
工
・
輸
出
す
る
な
ど
市
場
拡

大
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
一
七
年
四
月
か
ら
日
本
公
庫
よ

り
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）の

バ
ン
コ
ク
事
務
所
に
出
向
し
、主
に
日
本

産
農
林
水
産
物
・
食
品
の
タ
イ
向
け
輸

出
支
援
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。具
体
的
に
は
、タ
イ
の
日
本
食
市
場

に
関
す
る
現
地
情
報
の
提
供（
市
場
概

況
や
輸
入
規
制
）や
日
タ
イ
間
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
提
供（
食
品
展
示

会
で
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
出
展
、バ

ン
コ
ク
で
の
食
品
商
談
会
の
開
催
、日
本

国
内
商
談
会
へ
の
バ
イ
ヤ
ー
招
聘
）な
ど

で
す
。

　

今
回
、二
回
に
わ
た
っ
て
日
々
の
業
務

経
験
を
も
と
に
、タ
イ
国
内
で
の
日
本
産

食
品
お
よ
び
日
本
食
に
関
す
る
現
状
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
食
・
文
化
に
高
い
好
感
度

　

日
本
産
食
品
の
輸
出
先
と
し
て
の
タ

イ
の
位
置
付
け
を
把
握
す
る
た
め
に
、ま

ず
は
タ
イ
市
場
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。タ
イ
市
場
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
側
面
を
表
す
と「
親
日
的
で
安
定
し

た
輸
出
先
で
あ
り
、日
本
と
の
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
の
交
流
が
盛
ん
な
国
」と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
か
ら
の
輸
出
額
上
位
品
目
は
豚

の
皮（
八
〇
億
円
）、か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
類

（
六
六
億
円
）、さ
ば（
二
七
億
円
）な
ど
で

す
。豚
の
皮
は
皮
革
製
品
の
原
料
と
し

て
、か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
な
ど
の
魚
類
は
主

に
缶
詰
製
品
の
原
料
と
し
て
日
本
か
ら

タ
イ
へ
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す（
皮
革
製
品

や
缶
詰
製
品
は
タ
イ
で
製
造
さ
れ
た
も

の
が
世
界
各
国
へ
輸
出
さ
れ
て
い
る
た

め
、タ
イ
人
が
全
量
を
直
接
消
費
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、タ
イ
は
製
造
業
、非
製
造
業
を

問
わ
ず
日
系
企
業
の
進
出
が
盛
ん
で
す
。

ジ
ェ
ト
ロ
が
一
七
年
に
行
っ
た「
タ
イ
日

系
企
業
進
出
動
向
調
査
」に
よ
る
と
、現

地
で
の
活
動
が
確
認
さ
れ
た
日
系
企
業

数
は
五
四
四
四
社
に
上
り
ま
す
。

　

加
え
て
、タ
イ
国
民
の
大
多
数
は
親
日

的
で
、日
本
の
文
化
や
芸
能
に
対
す
る
好

感
度
が
高
い
で
す
。最
近
で
は
、日
本
の

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
タ
イ

版
で
あ
る
Ｂ
Ｎ
Ｋ
48
の「
恋
す
る
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」がY

ouT
ube

で
再

生
一
億
回
を
突
破（
今
年
四
月
時
点
）す

る
な
ど
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

同
様
に
、タ
イ
で
は
日
本
食
の
人
気
も

高
く
、ジ
ェ
ト
ロ
が
一
四
年
三
月
に
行
っ

た「
日
本
食
品
に
対
す
る
海
外
消
費
者

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
―
バ
ン
コ
ク
編
―
」

に
よ
る
と
、「
一
番
好
き
な
外
国
料
理
は

●
交
叉
点
●

日
本
食
市
場
の
動
向
in
タ
イ
ラ
ン
ド

―
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト
―

タイ王国（Kingdom of Thailand）
⃝面積…51万4,000平方キロメートル（日本の約

1.4倍）
⃝首都…バンコク
⃝人口…6,572万人（2015年）（タイ国勢調査）
⃝民族…大多数がタイ族。その他　華人、マレー族

など
⃝言語…タイ語
⃝宗教…仏教 94％、イスラム教 5％

⃝主要産業…農業は就業者の約40％弱を占めるが、
GDPでは12％にとどまる。一方、製造業の就業者
は約15％だが、GDPの約34％、輸出額の90％弱
を占める。

⃝GDP…4,069億ドル（名目、2016年、国家経済社
会開発庁（NESDB））

⃝一人当たりGDP…6,033ドル（2016年、NESDB）
外務省ＨＰより（平成29年7月14日）

タイ
ベトナム

フィリピン

カンボジア

ブルネイ

ラオス

マレーシア

インドネシア

シンガポール

バンコク

ミャンマー
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何
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
て
六
六
％
が

日
本
食
と
回
答
し
て
お
り
、日
本
食
の
人

気
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。さ
ら
に
、

タ
イ
か
ら
の
訪
日
観
光
客
数
が
年
間
約

一
〇
〇
万
人（
二
〇
一
七
年
実
績
。日
本

政
府
観
光
局
統
計
よ
り
）ま
で
増
加
し

て
お
り
、よ
り
本
格
的
な
日
本
食
を
求

め
る
タ
イ
人
が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　
食
品
企
業
は
厳
し
い
競
争
環
境

　

こ
こ
ま
で
タ
イ
市
場
の
良
い
面
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、逆
に
タ
イ
市
場
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
つ
い
て
は「
国
内

市
場
規
模
の
拡
大
が
限
ら
れ
、食
品
関

係
の
競
争
環
境
が
厳
し
い
国
」と
表
現
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

タ
イ
は
経
済
発
展
に
よ
り
中
間
層
が

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、日
本
と
比
較
す

る
と
経
済
規
模
は
小
さ
く（
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
日
本
の
八
％
程
度
）、貧
富
の
差
が
大

き
い
国
で
す
。

　

タ
イ
政
府
の
統
計
に
よ
る
と
タ
イ
人

の
約
九
〇
％
は
世
帯
月
収
が
五
万
バ
ー

ツ（
約
一
七
万
円
）以
下
で
あ
り
、現
地
産

に
比
べ
る
と
高
価
な
日
本
産
食
品
の
購

買
層
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本

と
同
様
に
タ
イ
も
急
速
に
少
子
・
高
齢

化
が
進
展
し
て
お
り
、国
内
市
場
の
大

き
な
拡
大
は
見
込
め
な
い
状
況
で
す
。

　

な
お
、ジ
ェ
ト
ロ
・
バ
ン
コ
ク
事
務
所

が
毎
年
行
っ
て
い
る
タ
イ
国
内
の
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
店
舗
数
調
査
に
よ
る
と
、

昨
年
六
月
末
時
点
で
二
七
七
四
の
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
存
在
し
ま
す
。こ
の
調

査
で
は
、地
方
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
の
出
店
が
順
調
に
増
加
す
る
一
方
、

バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
の
店
舗
数
が
調
査
開
始
以
降
初
め
て

前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、調
査
期
間（
二
〇
一
六
年
七
月

一
日
～
一
七
年
六
月
三
〇
日
）に
お
け
る

タ
イ
全
国
で
の
新
規
出
店
が
五
〇
四
に

対
し
撤
退
が
四
四
三
と
い
う
結
果
か
ら
、

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
間
で
の
競
争
が
激

化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。特

に
、日
本
の
駐
在
員
が
多
く
住
む
ス
ク
ン

ビ
ッ
ト
地
区
に
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

が
密
集
し
て
お
り
、新
規
オ
ー
プ
ン
し
た

飲
食
店
が
一
年
未
満
で
撤
退
す
る
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
食
品
輸
出
に
は
市
場
研
究
を

　

小
売
店
に
お
け
る
日
本
産
食
品
の
品

ぞ
ろ
え
に
つ
い
て
、表
の
通
り
整
理
し
ま

し
た
。

　

伊
勢
丹
や
フ
ジ
ス
ー
パ
ー
と
い
っ
た

日
系
小
売
店
の
品
ぞ
ろ
え
は
日
本
国
内

の
ス
ー
パ
ー
と
比
べ
て
も
見
劣
り
せ
ず
、

日
本
食
材
を
買
い
求
め
る
の
に
困
る
こ

と
は
ほ
ぼ
な
い
状
態
で
す
。こ
れ
ら
店
舗

の
立
地
は
日
本
人
が
多
い
バ
ン
コ
ク
都

心
お
よ
び
日
本
人
居
住
区
に
集
中
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、タ
イ
は
東
日
本
大
震
災
に
関

連
す
る
輸
入
規
制
を
二
〇
一
五
年
に
撤

廃（
一
部
の
野
生
動
物
肉
を
除
く
）し
て

お
り
、既
に
福
島
県
産
の
モ
モ
な
ど
も
日

系
お
よ
び
現
地
系
の
小
売
店
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
小
売
店
に
お
け
る
日
本
産

食
材
の
価
格
は
日
本
国
内
に
比
べ
て
高

価
で
す
。例
え
ば
、日
本
で
買
う
と
一
〇

〇
円
程
度
の
日
本
産
即
席
麺
を
タ
イ
で

買
う
と
一
〇
〇
バ
ー
ツ（
三
四
〇
円
）程

度
と
な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
さ
ま
ざ
ま
な

要
因（
物
流
コ
ス
ト
、小
売
店
に
支
払
う

棚
代
、販
促
費
用
、関
税
な
ど
の
税
負

担
）に
よ
っ
て
小
売
価
格
は
変
化
し
得
る

の
で
す
が
、日
本
で
の
小
売
価
格（
円
）を

バ
ー
ツ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
タ
イ
で

の
小
売
価
格
を
大
ま
か
に
見
積
も
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

タ
イ
に
限
ら
ず
海
外
へ
の
食
品
輸
出

を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
お
勧
め
し
た

い
の
は
、実
際
に
現
地
の
小
売
店
に
行
っ

て
み
る
こ
と
で
す
。そ
こ
で
自
社
商
品
の

競
合
と
な
り
得
る
商
品
の
価
格
、品
質
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
研
究
し
た
り
、ま
だ

売
ら
れ
て
い
な
い
商
品（
新
た
な
需
要
創

出
の
余
地
）を
探
る
こ
と
に
よ
り
、販
路

開
拓
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、ジ
ェ
ト
ロ
で
は
海
外
情
報
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
や
海
外
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
の
輸
出
支
援
相
談
を
は
じ

め
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
日
本

産
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
支
援
を

し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
ジ
ェ
ト
ロ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ジ
ェ
ト
ロ

U
RL

：https://w
w

w
.jetro.go.jp/

　

次
号
で
は
、日
本
産
食
品
を
売
り
込

む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

（
営
業
推
進
部
付 

ジ
ェ
ト
ロ
・

バ
ン
コ
ク
事
務
所
出
向　

百
田 

裕
樹
）

表　小売店における日本食品の品ぞろえ

出所： 市場調査およびヒアリングより作成

店舗分類
日系の百貨店、スーパーマー
ケット

現地系の百貨店、高級スーパ
ーマーケット

ハイパーマーケット（郊外、大型）

コンビニエンスストア

ウェットマーケット（生鮮食品）

フジスーパー、伊勢丹、Max 
Valueなど

Gourmet Market,Tops 
Market,Villa Market など

Big C、Tesco Lotus など

セブンイレブン、Max Value 
Tanjai、ファミリーマート、
Lawson 108など

ローカル市場

日本国内のスーパーに見劣り
しないほどの豊富な品揃え

豊富な品揃え

基本的な日本食材、調味料など

菓子など限定的

日本産食品は確認できない

主要店 日本食品の品揃え
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香
川
県
内
の
新
規
就
農
者
が
他
の
就

農
者
や
農
業
関
係
者
な
ど
と
つ
な
が
る

契
機
を
つ
く
る「
か
が
わ
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー

マ
ー
塾
」を
開
催
。岡
山
で
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
る
株
式
会
社
え
ん

の
し
た
代
表
取
締
役
の
川
路
隆
志
氏
に

よ
り
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
交
え
た
形
で
講
演
が
行
わ
れ
、

若
手
農
業
者
や
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
た
ち
の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。同
塾
は
県
の
今
後
の
農

業
を
担
い「
も
う
け
る
経
営
」の
実
践
者

を
数
多
く
輩
出
す
る
場
と
し
て
、今
後

も
定
期
的
に
開
催
予
定
で
す
。二
月
二
七

日
、於
：
高
松
市
、参
加
者
：
公
庫
の
お
客

さ
ま
な
ど
七
六
人　
　
　

 （
高
松
支
店
）

　

秋
田
支
店
が
事
務
局
を
務
め
る
若
手

農
業
後
継
者
の
交
流
団
体「
農
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ

ｒ
ｅ
! !
」が
、第
一
六
回
例
会
を
開
催
。北

海
道
で
メ
ロ
ン
を
栽
培・販
売
す
る
寺
坂

農
園
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
寺

坂
祐
一
氏
が
、「
通
販・直
販
で
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
続
け
る
！
」を
テ
ー
マ
に
講

演
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
消
費
者
に
直

接
メ
ロ
ン
を
販
売
し
、売
り
上
げ
一
億
円

を
達
成
し
た
自
身
の
体
験
に
基
づ
き
、

「
顧
客
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
。顧
客
が

求
め
る
も
の
を
理
解
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

精
力
的
に
情
報
発
信
を
」と
訴
え
ま
し

た
。二
月
二
三
日
、於：秋
田
市
、参
加
者：

秋
田
県
内
の
若
手
農
業
者
な
ど
八
〇
人

（
秋
田
支
店
）

　

六
次
産
業
化
の
促
進
の
た
め
、生
産

者
と
加
工
・
小
売
業
者
な
ど
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
る「
ち
ゅ
う
ぎ
ん
６
次
産
業
化

セ
ミ
ナ
ー
＆
展
示
会
」は
五
回
目
の
開
催

を
迎
え
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
愛
媛
県

の
大
規
模
野
菜
生
産
者
、農
事
組
合
法

人
た
い
よ
う
農
園
代
表
理
事
の
本
田
和

也
氏
が
六
次
化
の
事
例
を
発
表
。展
示

会
で
は
設
置
し
た
二
二
の
ブ
ー
ス
で
多

く
の
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者

か
ら
は「
有
意
義
な
商
談
が
で
き
た
」な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。三
月
一
三

日
、於
：
岡
山
市
、参
加
者
：
各
機
関
の
お

客
さ
ま
、バ
イ
ヤ
ー
な
ど
約
一
二
○
人
、

共
催
：
中
国
銀
行
、農
林
中
央
金
庫
、日

本
公
庫　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
支
店
）

　
一
〇
回
目
と
な
る
農
林
水
産
事
業
交

流
会「
フ
ー
ド
ネ
ッ
ト
in
北
海
道
」を
開

催
し
、講
演
会
で
は
食
材
付
き
情
報
誌

『
北
海
道
食
べ
る
通
信
』を
発
行
す
る
株

式
会
社
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ー
リ
ー
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役
社
長
の
林
真
由
氏
が
登
壇
。

同
誌
創
刊
の
契
機
と
な
っ
た「
お
取
り
寄

せ
ダ
イ
ニ
ン
グ
十
勝
屋
」の
経
営
経
験
、

同
誌
か
ら
生
ま
れ
た
生
産
者
と
消
費
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
心
温
ま

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、参
加
者
か
ら
は「
生

産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
発
想
と
行
動

力
に
感
動
し
た
」と
の
感
想
が
届
き
ま

し
た
。二
月
二
二
日
、於
：
札
幌
市
、参
加

者
：
公
庫
の
お
客
さ
ま
な
ど
二
四
〇
人

（
札
幌
支
店
）

若
手
農
業
者
の

新
た
な
交
流
の
場
に

メ
ロ
ン
農
家
に
学
ぶ

直
販
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

金
融
機
関
が
連
携
し

六
次
化
促
進
の
展
示
会

既
成
概
念
を
超
え
る

女
性
経
営
者
の
発
想
力

ディスカッションでは意見が活発に飛び交いました

講演後は参加者から熱心な質問が寄せられました

商談は盛況で、にぎわいに満ちた会場

「有益な情報交換ができた」と好評

交流会

交流会

展示会

意見
交換会
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『事業性評価融資』のご案内
次代を担う農業の担い手が取り組む攻めの経営展開を支援するため、お客さまの「経営者能力」や「経営戦略」を、より積極的
に評価する新たな審査スキームとして事業性評価融資を取り扱っています。

＊　　＊　　＊　　＊　　＊
　事業性評価融資により、ご自身では気付きにくい経営の強みを活かす方法や弱みの打開策を公庫が一緒になって検討し、課
題解決のための提案と融資後の濃密なフォローアップを通じて、経営目標の達成に向けて強力にサポートいたします。

ご留意いただきたい事項
■事業性の評価は通常の審査に加えて実施するもので、事業性の評価結果のみで融資の可否を判断するものではありません。
■資金ごとに対象者・使途などの要件があります。詳しくは、最寄りの日本公庫支店農林水産事業までお問い合わせください。

　金融機関が現時点での財務データや保証・担保にとらわれず、企業訪問や経営相談などを通じて情報を収集し、事業の内容
や成長可能性などを適切に評価することです［「円滑な資金供給の促進に向けて」(2015年7月金融庁)］。

事業性評価とは

事業性評価融資の流れ

　経営者能力(経営実績や今後の経営展開の実現可能性の根幹)と、経営戦略(今後の経営展開の根幹)を切り出して評価します。
事業性評価融資の仕組み

■これまでの実績や今後の経営
展開の実現可能性の根幹とな
る、経営者の能力に着目・切り
出し。

■今後の経営展開の根幹となる
その経営体の経営戦略に着
目・切り出し。

■客観的な評価を行う観点から、
評価項目や項目ごとの着眼点
を明確化。

■今後の経営戦略の位置付けを
明確にした経営ビジョンシート
をお客さまが作成。

■外部・内部環境から経営戦略
を分析することで、事業計画に
対する課題を洗い出し、課題の
解決策をお客さまと検討した
上で、経営発展プランを策定。

従来の審査 事業性の評価

実 績 経営者能力

経営戦略

人間力

明確性

技術力

具体性

マネジメント力

必要性

コミュニケーション力

実行体制

計 画

取
引
実
績

決
算
状
況

生
産
状
況

販
売
状
況

事
業
計
画

資
金
計
画

収
支
計
画

償
還
計
画

経営者能力

経営戦略

相談1

経営発展プランの作成・提出（融資決定・契約の締結）4

経営ビジョンシートの作成・提出2

事業性評価書のフィードバック（事業性の評価）3

融資後の経営支援5

経営の悩みなどを公庫にご相談ください。
　　　　　TPP、農地中間管理機構、災害、鳥インフルエンザ・口蹄疫の発生 など
　　　　　法人化、6次産業化、経営継承、農地の分散解消 など

事業性評価書を踏まえ、今後の経営戦略と戦略を実施する上での課題や具体的な行動計画を、お客さまと公
庫が一緒に検討し、経営発展プランにまとめ、公庫にご提出いただきます。

強み・課題の抽出、将来ビジョンなどをお客さまご自身で経営ビジョンシートに整理してご提出いただきます。

経営ビジョンシートを基に、経営課題他について事業性評価書にとりまとめ、お客さまにフィードバックします。

経営発展プランの実現に向けて、販路開拓・マッチング・経営診断など、融資以外の経営支援を行います。

お客さま

お客さま

公 庫

お客さま

公 庫

公 庫

外部環境
内部環境



編集後記

二
年
前
ま
で
新
規
就
農
を
担
当
し
て

お
り
、参
加
し
た
就
農
希
望
者
向
け
イ
ベ

ン
ト
の
会
場
に
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。空
前
の
売
り

手
市
場
の
今
で
も
農
業
に
関
心
が
あ
る

若
者
は
多
く
い
ま
す
。そ
の
若
者
も
農

業
の
労
働
条
件
な
ど
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
よ
う
で
す
。働
き
手
に
と
っ
て
、魅

力
あ
る
農
業
へ
、雇
い
手
の
取
り
組
み
に

期
待
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

 （
西
山
）

本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は「
人
材
確
保
」。

支
店
勤
務
時
代
に
あ
る
お
客
さ
ま
か
ら

伺
っ
た
の
は
、作
業
に
繁
閑
の
あ
る
農
業

で
も
雇
用
条
件
は
他
産
業
並
み
と
し
な

け
れ
ば
雇
用
は
確
保
で
き
な
い
、と
い
う

こ
と
。納
口
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
事
例
で

そ
の
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
本
誌
編
集
を
担
当
し
ま

す
。皆
さ
ま
の
経
営
発
展
に
役
立
つ
記
事

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
高
雄
）

農
業
経
営
者
の
澤
浦
さ
ん
、岡
本
さ

ん
、赤
松
さ
ん
、小
暮
さ
ん
か
ら
電
話
で

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。四
人
に
共
通
し
て

い
た
こ
と
は
、素
早
く
的
確
で
打
て
ば
響

く
よ
う
な
受
け
答
え
と
、最
後
に
ね
ぎ

ら
っ
て
く
れ
る
こ
と
。第
一
線
で
活
躍
す

る
農
業
経
営
者
は
、ぶ
れ
な
い
強
い
信
念

を
持
っ
て
経
営
を
実
践
し
て
お
り
、何
よ

り
も
周
囲
へ
の
気
遣
い
を
忘
れ
な
い
ん

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　

 （
城
間
）

今
月
の「
耳
よ
り
な
話
」は
キ
ャ
ベ
ツ

収
穫
機
の
話
題
。実
用
化
が
進
ん
だ
き
っ

か
け
に
は
、「
加
工
・
業
務
用
な
ら
、こ
れ

ま
で
の
段
ボ
ー
ル
出
荷
で
は
な
く
大
型

コ
ン
テ
ナ
に
収
納
す
る
方
が
効
率
的
」と

い
う
発
想
の
転
換
が
あ
っ
た
そ
う（
ヤ
ン

マ
ー
の
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
）。野
菜
が

店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
背
後
に
、さ
ま
ざ
ま

な
見
え
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
だ

な
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。　

 （
前
島
）

メール配信サービスのご案内

　日本公庫農林水産事業本部では、メール配
信による農業・食品産業に関する情報の提供を
しています。メール配信サービスの主な内容は次
の4点です。

①日本公庫の独自調査（農業景況調査、食品
産業動向調査、消費者動向調査など）結果

②公庫資金の金利情報や新たな資金制度の
ご案内、プレス発表している日本公庫の最新
動向

③農業技術の専門家である日本公庫テクニカ
ルアドバイザーによる農業・食品分野に関する
最新技術情報「技術の窓」

④日本公庫が発行する『ＡＦＣフォーラム』『アグ
リ・フードサポート』のダウンロード

　メール配信を希望される方は、日本公庫のホー
ムページ（https://www.jfc.go.jp/n/service/
mail_nourin.html）にアクセスしてご登録くださ
い。　　　　　　　　 　　　（情報企画部）

♠︎『
Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』は
農
業
を

志
す
若
い
人
た
ち
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら

い
た
い
。

　

四
月
号
の
特
集
に
は
、若
い
人
た
ち

の
農
林
漁
業
へ
の
挑
戦
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
誌
面
に
は
、正
直
な

と
こ
ろ
、堅
苦
し
さ
も
感
じ
る
。

　

僧
侶
で
落
語
家
の
露つ

ゆ
の
団ま

る
こ姫

さ
ん
の

エ
ッ
セ
イ「
宗
教
と
食
の
由
来
」を
読
ん

だ
と
き
に
は
思
わ
ず
大
笑
い
さ
せ
ら
れ

た
が
、こ
の
よ
う
な
気
軽
に
読
め
る
柔

ら
か
い
記
事
も
ど
ん
ど
ん
掲
載
し
て
ほ

し
い
。

　

そ
う
す
れ
ば
、も
っ
と
多
く
の
若
い

人
た
ち
が
手
に
取
る
よ
う
に
な
り
、読

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
広
島
市　

内 

悧
）

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に

向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の

広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度
で

す
が
、誌
面
の
都
合
上
、編
集
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
者
に
は
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
－
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一－
九
－
四

大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
三
－
三
二
七
〇
－二
三
五
〇

■編集
　鴫谷 元　　　西山 大也　　高雄 和彦
　柴崎 勇太　　城間 綾子　　前島 幸子
■編集協力
　青木 宏高　　牧野 義司

■定価　514円（税込）

ご意見、ご提案をお待ちしております。
巻末の児童画は全国土地改良事業団体連合会 

　主催の「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 
　の入賞作品です。

■販売
　株式会社日本食糧新聞社
　〒105-0003　東京都港区西新橋2-21-2
　第一南桜ビル
　Tel．03（3432）2927
　Fax．03（3578）9432
　ホームページ　
　http://info.nissyoku.co.jp/koudoku/
　お問い合わせフォーム　
　http://info.nissyoku.co.jp/modules/form_mail/

■印刷　凸版印刷株式会社

■発行
　（株）日本政策金融公庫　農林水産事業本部
　Tel. 03（3270）2268
　Fax. 03（3270）2350
　E-mail　anjoho@jfc.go.jp
　ホームページ　https://www.jfc.go.jp/
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国産にこだわり 
農と食

をつなぎます。

8月22日/23日

第13回 アグリフード EXPO 東京 2018
プロ農業者たちの国産農産物・展示商談会

10:00～17:00 10:00～16:00

会場

日時 主催
水 木

東京ビッグサイト 東4ホール
日本政策金融公庫



2018

特 集

日
本
農
業
は
人
手
不
足
時
代

■
AFCフ

ォ
ー

ラ
ム

　
平

成
30年

6月
1日

発
行（

毎
月

1回
1日

発
行

）第
66巻

3号（
814号

）
■

発
行

／（
株

）日
本

政
策

金
融

公
庫

 農
林

水
産

事
業

本
部

　
〒

100-0004 東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1-9-4　
Tel.03（

3270）2268
■

販
売

／
株

式
会

社
 日

本
食

糧
新

聞
社

　
〒

105-0003 東
京

都
港

区
西

新
橋

2-21-2 第
一

南
桜ビ

ル
　

Tel．03（
3432）2927　

■
定

価
514円

　
本

体
価

格
476円

●次代に継ぐ

https://www.jfc.go.jp/

6

『おばあちゃんの家の初夏の風景』樽川 礼智　福島県須賀川市立第一小学校



AFCフォーラム 読者アンケート（2018年6月号）
「AFCフォーラム」をご愛読いただきまして、ありがとうございます。本誌をより充実させるために、

アンケートにご協力をお願いいたします。このままFAXか郵送でお送りください。

観天望気

耳よりな話
もう一つの農業雇用 小暮郁夫さんの実践に学ぶ

変革は人にあり
書　評

情報戦略レポート
農と食の邂逅

フォーラムエッセイ
経営紹介優秀な農業人材の採用と育成が急務になる

外国人労働をめぐる農業生産構造の現実
私が理想とする農業と外国人労働のかたち

特集

お名前（フリガナ）

ご住所 〒 ―

性　別

男性
歳女性

年　齢 職　業

記事区分頁 頁 記事区分良かった 良かったどちらとも
いえない

どちらとも
いえない良くなかった 良くなかった

2

3

7

11

15

19

22

23

25

28

29

32

―tel. ―

FAX  03-3270-2350扌 扌

【お問い合わせ先】 日本政策金融公庫農林水産事業本部　情報企画部情報サービスグループ
電話 03-3270-2268、 E-mail anjoho@jfc.go.jp

1 掲載記事について、内容はいかがでしたでしょうか？（○をご記入ください）

2 AFCフォーラムで取り上げてほしい特集テーマがありましたら、ご記入ください。

3 本誌への感想や農林漁業の発展に向けたご意見などを200字程度でお寄せください。
選定の上、本誌「みんなの広場」に掲載させていただきます。
掲載の場合には薄謝を進呈いたします（匿名での投稿はご遠慮ください）。
なお紙面の都合上、編集させていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

AFCフォーラム編集部宛

ご協力ありがとうございました。


